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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はございません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（古畑浩一君） 
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日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、１番、甲村 聰議員、１６番、池田達夫議員、両名を指名いたします。 

次の日程に入ります前に、昨日２月２８日に議会運営委員会が開かれておりますので、その経過

と結果について委員長の報告を求めます。 

甲村 聰議会運営委員会委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

甲村委員長。〔１番 甲村 聰君登壇〕 

○１番（甲村 聰君） 

おはようございます。 

議会運営委員会報告を行います。 

去る２月２８日に議会運営委員会が開催されておりますので、その経過と結果についてご報告い

たします。 

まず、追加議案についてでありますが、緊急経済対策を柱とする国の補正予算に対応する当市の

補正予算の取り扱いにつきましては、本定例会初日の委員長報告において報告いたしましたが、

２月２６日に国の補正予算が成立しましたことから、議案第６１号、平成２４年度一般会計補正予

算（第１４号）、議案第６２号、平成２４年度公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）及び議

案第６３号、平成２４年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）の３件を追加提案したい旨、

市長から申し出がありました。このことから、これを６日の一般質問終了後の日程事項とし、それ

ぞれ所管の常任委員会に付託の上、ご審査いただくことで、委員会の意見の一致をみております。 

次に、議会運営についてでありますが、平成２４年９月議会から試行してまいりました一般質問

の受け付け、発言順序の決定及び委員会発言（質疑時間）につきましては、今後は正式な決定事項

として運用することで、委員会の意見の一致をみております。 

以上で、議会運営委員会の委員長報告を終わります。 

○議長（古畑浩一君） 

ただいまの委員長報告に対します質疑に入ります。 

ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

お諮りをいたします。 

ただいまの委員長報告のとおり進めたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、委員長報告のとおり進めることと決しました。 
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日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（古畑浩一君） 

次に、日程第２、一般質問を行います。 

発言通告者は１５人でありますが、議事の都合により本日４人、４日４人、５日４人、６日３人

を予定しております。 

一般質問の質問時間は、答弁を除き１人３０分であります。 

所定の時間内に終わりますよう質問・答弁とも簡潔に、要領よくお願いをいたします。 

なお、質問は通告の範囲内にとどめていただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

それでは、通告順に発言を許します。 

田原 実議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 〔１４番 田原 実君登壇〕 

○１４番（田原 実君） 

おはようございます。 

糸魚川２１クラブの田原 実です。 

通算で４０回目の一般質問となりました。今回は、新幹線時代に対応した交流のまちづくりや、

将来を担う若者たちの知恵を生かす地域づくりについて、市長、行政の考えを伺います。 

また、市内、市外各地をめぐりイベントに参加し、市民のご意見を伺いながら考えてきた私なり

のビジョンをこの機会に提言したいと思います。 

では、発言通告書に従い質問に移ります。 

１、翠（みどり）の交流都市、さわやか・すこやか・輝きのまち 糸魚川市について。 

８年前、新市の将来像として「翠（みどり）の交流都市、さわやか・すこやか・輝きのまち」を

掲げ１市２町が合併した糸魚川市。その都市像の実現について伺います。 

(1) 「翠（みどり）の交流都市」の市民理解について。 

(2) 「翠（みどり）の交流都市」の紹介、情報発信について。 

(3) 都市交流と交流事業の運営について。 

(4) 近隣市町村との連携「あ・い・うえ・お」つながりについて。 

この「あ・い・うえ・お」というのは、富山県朝日町の「あ」、糸魚川市の「い」、上越

市の上を読みかえて「うえ」、長野県小谷村の「お」で「あ・い・うえ・お」、近隣市町村

「あ・い・うえ・お」連携ということでご理解いただきたく、よろしくお願いします。 

(5) 新幹線時代に対応した首都圏、関西圏との連携と、交流事業について。 

(6) 北陸本線全線開通１００周年、相馬御風先生生誕１３０年の節目の年の対応について。 

２、里山のにぎわいづくり、街なかのにぎわいづくりついて。 

荒廃する農地、崩れゆく古民家、ひとり暮らし高齢者への心配は糸魚川市内共通の課題です。そ

れは中山間地に限ったことでなく、いわゆる街なかにおいても同様です。しかし、糸魚川市には都

会に暮らす人たちが魅力を感じる地域資源としての「里山」、「街なか」があります。そこに交流
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人口を呼び込み、さらに定住人口につなげることも期待できます。 

ただ、その実現には行政・市民がそのことに気づき、意識し、行動に移すことも求められます。

具体的に以下の点について伺います。 

(1) 里山、街なかのにぎわいづくり、その行政対応について。 

(2) 里山、街なかに子どもや若者を呼び込む新しい取り組みについて。 

(3) 里山、街なかに都会の中高年世代を呼び込む新しい取り組みについて。 

(4) 里山、街なかの食文化を生かしたまちの元気づくりについて。 

(5) にぎわいまちづくりコーディネーターの育成について。 

(6) そこに住む人を増やすための、嫁とり、婿とり婚活サポート事業について。 

３、能生国保診療所を核とする健康集落づくりについて。 

現在建設計画が進む能生国保診療所。地域の医療と健康づくりの拠点として期待されています。 

今後は診療所と地域住民、近隣の温泉施設、宿泊施設などとも連携し、地域全体を元気にしてい

く新しい仕組みをつくることで、医療と健康づくりの先進地として糸魚川市が注目され、医師・看

護師確保と地域振興の両方の効果も期待されると私は思います。 

能生国保診療所を核とする健康集落づくりについて、これは提言になろうかと思いますが、市

長・行政の考えを伺います。 

以上、１回の質問です。よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

田原議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目及び２点目につきましては、総合計画基本構想の目標とする都市像として掲げた

ものであります。ホームページや広報、さらには市の封筒などを活用して紹介、周知に努めている

ところであります。市民の活動と交流により、活力ある美しいまちを目指すものであります。 

３点目につきましては、市民や協賛団体のご協力をいただきながら、糸魚川市都市交流協会を組

織し、市民レベルで各種交流事業を実施いたしております。 

４点目につきましては、朝日町、上越市、小谷村など交流、連携を図っており、今後も可能なと

ころと連携を強化してまいります。 

５点目につきましては、東京及び関西の糸魚川会、さらには奴奈川市民ネットワークなど、連携

をしながら事業拡大に努めております。 

６点目につきましては、２４年度の糸魚川駅開業１００周年、大糸線全線開通５５周年事業の成

果と反省点を検討し、昨日、北陸新幹線糸魚川駅開業記念事業実行委員会を立ち上げ、その中で北

陸本線全線開通１００周年事業についても取り組み、交流人口拡大に生かしてまいります。 

また、御風生誕１３０年の対応につきましては、新潟日報社からのご協力により、本年４月から

１年間、毎日、新潟日報の紙面に御風の短歌などを紹介するとともに企画展を実施するなど、御風

をより広く顕彰してまいります。 
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２番目につきましては、にぎわいづくりには住みよい環境の整備が必要であり、そのことが定住

人口や交流人口の増加につながるものと考えております。 

そのためには市民と行政の協働が不可欠であり、お互いの役割分担を担いながら成果を分かち合

う協働のまちづくりが、にぎわいづくりにつながるものと考えております。 

当市の多様な自然資源や人文資源、さらには食の魅力などを情報発信することで、交流人口の拡

大につながるものと考えております。空き家バンクを活用したＵ・Ｊ・Ｉターンの取り組みなど、

定住人口の増加による地域活力の向上に取り組んでおります。 

また、まちづくりサポーターズや各種団体の青年や女性組織によるまちづくり活動を支援すると

ともに、男女の出会いの機会創出を支援するなど、にぎわいづくりに向けた各種施策に取り組んで

まいります。 

３番目につきましては、能生国保診療所は能生地域の拠点診療所として、改築によりまして機能

の充実を図ってまいります。 

また、能生地域は地区公民館等が一体となって、自主的に健康づくりに取り組んでおりますので、

市といたしましても引き続き連携を図りながら、地域の健康増進に努めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

翠の交流都市についての２回目の質問です。 

新市糸魚川市が目指したのは翠の交流都市、これが日本ジオパークの認定、世界ジオパークの認

定を受けたことで、ジオパークの推進ということ一色に変わってきましたね。このことに異議を唱

えるものではありませんが、この機会に、翠の交流都市とジオパークのまちとの関係についてどう

考えているか、すっきりと納得のいくお答えをいただきたいと思います。 

また、翠の交流都市に関する市民に対しての説明、市外へのアピールはどうなっているか。 

１つ具体例を挙げれば、糸魚川市のホームページにおいてジオパークの紹介はよくしてあるが、

もともと目指していた翠の交流都市の紹介や解説が手薄になっているように思います。そのあたり、

担当課に伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

翠の交流都市とジオパークのまちの関係につきましては、翠の交流都市は当市の目標とする都市

像であり、ジオパークは、その都市像に向かっての１つのアプローチであり、あるいは、またツー

ルであるということで考えております。 

市民への説明と市外のアピールについては、糸魚川ジオパークの世界認定を機に、ジオパークの

まちが前面に出たような形でありますが、ジオパークのまちの思いと、基本構想の都市像である翠
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の交流都市に込めた思いは、地域資源と交流を基調とするということで、共通しているというふう

に考えており、ホームページや広報等で、説明やアピールはできているというふうに考えておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

今回この質問の趣旨は、糸魚川市という新潟県の西端に位置する人口４万７,０００人、高齢化

率３３％の地方都市が、そこに住まう人、暮らす人はもちろん、市外、県外、国外の人々からどの

ようにイメージしてもらえるか、あるいは、よいイメージを持ってもらうにはどうしたらよいか。

翠の交流都市であれジオパークであれ、交流と地域振興の仕組みづくりが、これまでの進め方でよ

かったのか、この機会に考えてみようというものです。これについて、担当課の見解を伺いたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

「翠の交流都市 さわやか すこやか 輝きのまち」は、やはり市全体のイメージに向かってい

く、１つの都市像であるわけであります。そしてジオパークは、それとやはり相まって、それを醸

成する１つのツールであると考えております。 

ジオパークにつきましては非常に多様性が高く、そして、このふるさとの自然資源、または人文

資源をしっかりと理解をし、ふるさとに愛着と誇りの持てる市民になっていただきたいということ

も、その中で進めていかれることでございますし、それをすることによって日本全体、またはそう

いった世界にもつながるものと捉えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

市長、わかりました。私は納得しました。 

ただ、今お答えいただいたことを、市民がどのくらい理解しているのかと。せっかくすばらしい

テーマを持ちながら、また、ジオパークとしてさまざまな事業を展開しながら、そして世界の名の

つくタイトルももらったと。しかし、一部の市民の理解がないというような状況も聞くにつけて、

その協力も得られないとなれば、とても残念なことであります。この点については、どうお考えで

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

常々皆様方のこの問いにお答えさせていただいているように、まちおこし、地域おこしというの

は、市民全員がその方向に向かうことが一番、私は成功する１つ鍵だろうと思ってるわけでありま

すが、今、議員ご指摘のように、１００％そういう状態になってないじゃないかというご指摘につ

いては、私もその辺を感じておる次第でございます。 

そのために、これは単にまちづくり、地域おこしだけではなくて、教育の中でも取り入れさせて

いただいて、ジオパークというのは、そういう教育にも非常につながりのあるものでございますし、

そういったものと一体となって、今進めておる段階でございまして、いろんなやはり手法や、また

考えがあろうかと思うわけでございますが、納得、ご理解いただけるよう努めていきたいと思って

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

どういう形がいいかわかりません。しかし、市民の皆さんとの対話の機会というのを設けるべき

ではないかと。そして市外、国外の人々に糸魚川のイメージ、そしてジオパークの取り組みという

ものをどう伝えるか。よいイメージを持ってもらうには、どうしたらよいのかということを市民と

話し合って、そして市長、行政と市民の思いが、基本、同じ方向を向いていかないと、まちの未来

が心配であります。 

翠の交流都市であれジオパークであれ、交流と地域振興の仕組みづくり、これがこれまでの進め

方でよかったのかどうかを、幅広い層の市民が参加できて、意見を述べて、一緒に考える機会と場

所をこちらで一度設けて、意思の疎通を図ることを提案しますが、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

幅広い市民の皆さんとの懇談の機会をというご質問かと思いますけれども、これまでも合併後で

ありますが、市内の全ての自治会で地区訪問懇談会を開催したり、あるいはまた公民館単位で行政

懇談会を開催したり、さらには各種団体からの要請もありますが、懇談の機会というのは数多くも

ってきたつもりでおります。 

今後につきましても、一律の懇談会という意見を聞くということだけの一方通行ではなくて、や

はり地区からのテーマも出していただく中で、趣向を変えてといいましょうか、そういった懇談会

も、今後開催していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 
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市民とはよりコミュニケーションを深めて、納得のいく政治の運営ということでお願いしたいと

思います。 

次に、都市交流と交流事業の運営について伺います。 

糸魚川市と他市町村との交流に関しては、以前の斉藤伸一議員の質問の中でもご説明をいただい

ておりますが、私が伺いたいことは、当市においても、また、相手先の都市においても、交流の窓

口となる団体の高齢化などによって交流事業が鎮静化しているのではないかという心配と、その対

策についてです。 

前回の私の一般質問からの繰り越しとなり恐縮ですが、知音都市交流など交流プロジェクトへの

若者の登用については、８月から関係都市でのブログを開催し、幅広い地域、世代に情報を発信し

ている。今後も都市交流において、若者も参画しやすい事業展開を図っていきたいとの答弁をいた

だいています。今回は、その続きを伺っていきたいと思います。 

交流事業というのは固定化、形式化してしまうと、本当に衰弱してしまいます。やはり若い人の

発想、知恵、そして何より行動力というものが都市交流を元気にし、糸魚川を輝かせてくれるもと

になると思います。若い人の集め方、知恵の集め方について、その工夫と実践、これから行政はど

う取り組むのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

おはようございます。 

それでは、私のほうからお話をさせていただきます。現在、「カチューシャの唄」知音都市ブロ

グというところをクリックしていただくとごらんいただけますけど、中には、あんこう祭りの交流

会とか、あるいは真田十万石まつりというような、実際活動している知音都市グループでの報告が

あります。これらは１つには啓発活動、それから目にとまる、並びに親しみやすく、わかりやすく

ということで、少しホームページ等を活用しながら連携させていただいております。 

また、広く親善訪問市民号というような姉妹都市の関係等では、非常に多くのおさかな祭り等で

市民の皆さん、若い人を含めまして交流事業に参画していただいております。 

また中の事業としては、都市交流協会の中では団体交流ということが補助制度として１つありま

して、そのエリアの中では広範に市内のテニス、並びにソフトボールのグループ、それから体育協

会の皆さん、それらの人たちが先方の都市と、それぞれ事業を展開することによっての交流、そう

いうもので広く携わっていただいております。 

確かに会員については高齢化と、それからやっぱり急激な伸びというのは、なかなか期待されな

いとこですけども、このような広範な取り組みをしっかり支えながら、もう少し啓発活動もしっか

り力を入れて、広く市民の方に周知できるような活動も、また継続してまいりたいというふうに考

えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 
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○１４番（田原 実君） 

私の思うのは、やはり若い方が都市と都市の間を行き来するということなんですよ。それで親し

くなって、お互いの地域のことをよく知って尊敬し合う、その交流、行ったり来たりということが

距離を越えて行われる、それが若い人の行動力であり、また、それぞれのまちの未来をつくってい

くというふうに考えるわけです。そういったことが現実的に行われるような取り組みというものを

期待しているんですけども、その点はどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

都市交流協会の会員の推移というのは、２０人、３０人がやはり年間退職されたり、脱会された

り、また新しい新規の会員ということで、やや微増ではありますけど推移をしてる状況です。なか

なか若い人たちに、議員お話のとおり急激な展開は、今のところはちょっと辛い部分があるんです

けど、先ほど回答させていただいた話のとおり、多面的な活動を展開する中で、特に先方へのおさ

かな祭りだとか、いろんな活動をしておりますので、それを通じながら若い人たちにも興味を持っ

ていただけるような啓発を、しっかりしていきたいというふうに考えてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

私が若い時分に世話になりました島根県の旧金城町、今は浜田市になりますが、そちらがカチュ

ーシャの唄をきっかけとする知音都市交流を提唱して、ほかの都市との交流を始めました。若い人

たちの行き来があって、本当にいい経験をさせていただきました。そこら辺の取り組みを今改めて、

仕掛け人であるところの島根県の旧金城町の方たちに聞いてみてください。物すごいノウハウがあ

ります、勉強になると思います、よろしくお願いいたします。 

次に、近隣市町村との連携「あ・い・うえ・お」つながりについてですが、なぞなぞのような通

告文を出し、戸惑いが生じたとすれば恐縮であります。 

ここでのテーマは、まちの境界を接するお隣さんとの連携です。これまでも連絡協議会などの形

で連携はとられてきましたが、そのマンネリ化は否めないと感じています。すぐ先の北陸新幹線開

業と糸魚川への停車を考えれば、今こそ近隣市町村と連携してアピールするチャンスと思います。

この取り組みはいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お話のとおり、２つのしっかりしたポイントを持たなければいけないと思ってます。１つは、こ

の糸魚川駅をゲートウエーとして活用しながら、利活用をしっかり図っていくということだと思い

ます。もう１つは、広域的なそれぞれの地域との連携によって、観光エリアとしての魅力をしっか
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それぞれ地域と連携を図ってまいりたいというふうに考えてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

基本はそうだと思うんですね。では、もう一歩踏み込んで、どのように連携をとっていくのかと

いうお答えがないと、もう新幹線開業はすぐ目の前にあるわけですよ。どのように連携をとってい

くか、「あ・い・うえ・お」で産業の連携、そして観光の連携、今どのような話が進んでいますか。

今回ここが一番伺いたいところですが、そもそも朝日町、上越市、小谷村の皆さんとの交流は、新

市になって以来どう進んでいるか。 

もう何年も前になりますが、私は一般質問で都市交流を取り上げ、先ほどお話した島根県の知音

都市との交流の密度を上げる必要性と、人材交流を提言しました。それに対して、まずは近隣市町

村との交流を充実させていくとの答弁がありました。その後、この近隣市町村との交流は深まった

のか、伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

昨年実施しました事業の１例を、ご紹介させていただきたいと思います。 

特に近隣市町村とは、議会の皆さんも非常に交流をたびたびされているというふうには認識して

おりますけど、特に私どものほうもこの２年間、小谷村の職員と非常に懇談をする機会が多くあり

ました。特に、ことしについては春先に、マイクロバス１台で、職員を含めた地域のリーダー約

２０名が交流訪問ということで当市を訪れました。もちろん、根知にある塩の道の資料館とか親不

知の断崖絶壁とかというのを、糸魚川を見ていただいて、夕方からは交流会に入っております。ま

た、それに端を発しまして、小谷村のＣＡＴＶ、自主放送ですけども、１日糸魚川を取材をしてい

ただきまして、約１カ月半にわたって地域の映像として、糸魚川を紹介するというプログラムを小

谷のほうでつくっていただきました。これらについては見てきたという各施設に、少しずつ話を聞

くことが多くありましたので、一定程度の効果は、それなりに出ているのかなというふうに判断し

ております。 

また、小谷に関しては関係者の皆さんもたくさんいますけど、塩の道のまず起点としての取り組

みの１つの連携プランとして、２５年度からは、そこら辺を少し中心的にプログラムに載せていた

だくような今連携も始まっております。少し増進したいと思います。 

また、上越に関しては、上越・糸魚川・妙高観光連携実行委員会というのを、上越の振興局を中

心にして形成しております。その中では広域マップ等の活動もしっかりこの２年間、実績を積んで

おりますので、周辺地域と交流人口の拡大にあわせて連携をしてまいりたいと、今後も考えてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

小谷から取材が来たというのはよかったですね。 

さて、観光の地域連携を図る上で、住民同士がそれぞれの地域のことを知る、認めるということ

も非常に大事なことだと思います。それで、それぞれの地域の違いについて競い合うことも、地域

間競争としては必要かとは思いますが、今度は連携を図るということになると、お互いの共通点を

生かした、相乗効果を狙った戦略というものを検討してはいかがでしょうか。 

朝日町と糸魚川市、上越市と糸魚川市、小谷村と糸魚川市、それぞれにおいて、この共通点を生

かしたらというものを皆さんでも考えてみてください。いかがでしょうか。また何やらクイズのよ

うで恐縮ですが、私なりに思いつくものを挙げてみますと、朝日町とは、ヒスイ海岸やバタバタ茶

で共通があります。上越市とは桜つながりで、高田公園の桜と徳合のしだれ桜、また、奴奈川姫神

話つながりで奴奈川神社と居多神社、あるいは雁木の町並みと城下町と、そういった共通点があり

ます。小谷村とは山岳観光、塩の道つながり、大糸線つながり、あるいはキノコや山菜加工品など

などありますね。 

新幹線の開業をターゲットにした今こそ、そういったお互いの共通点をうまく使っていくという

戦略をつくる。そして糸魚川を中心に車輪の構造のような観光都市連携をつくること、このことが

求められているように思います。糸魚川市が車輪のこの中心、ハブとなって、そこから枝が出る。

それぞれの地域、新幹線で真ん中の糸魚川に入ってくる、周りを回ってまた出ていく、そういう仕

組みづくりを早くつくっていただきたい。で、それを誰がやる、その音頭を誰がとる、これは当然、

糸魚川市だろうと私は考えますが、このことについてはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはり議員ご指摘のとおりと私も捉えるわけでありますが、しかし、今最近の交流人口拡大、観

光の点につきましては非常に奥深い、そしてまた非常にレベルが高く感じるわけでありまして、押

しなべて一体的にやらなくちゃいけないというのは、当然、基本的なんだと思うんですが、やはり

そのレベル等もあるわけでありますので、あんまり大きいものと小さいものを一体としても埋没し

てしまう部分がございます。そのような中で、目的別というのは当然だと思っとるんですが、そう

いう１つの目的を持ちながら、そしてお互いにやっぱりそのレベルを上げながらいかなくちゃいけ

ないわけでございまして、そういったところも非常に大切でございまして、ただ一体感を持って、

連携をもってやるというのは当然なんですが、そういうところを考えると、そう一朝一夕にはなか

なかいかないところもあるわけであります。今、そういったところで、一体でもってやれるところ

はやっていける。 

今言ったように知音都市交流は、一体感を持った取り組みができるわけでございますので、そう

いったところは取り組めるわけでありますが、またいろいろ今ご指摘いただいたそのものについて

は、なかなか温度差というか対処、非常に違いがございますので、そういったところの一体感とい
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うのは、なかなか難しいかなとは思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

市長はまちのトップですから、レベルの高いところにあります。それと、まちとまちとの壁とい

うものもお感じになるでしょう。しかし、市民というのは自由に行き来するんですよね。 

私は昨年の春に、徳合のしだれ桜を見て歩くというハイキングというイベントに参加しました。

そこで上越市のある女性の方数名と知り合いになってお話をしたんですが、高田の桜はすばらしい

と。しかし、すぐ隣に、こんないいとこがあるんですね、とってもいいですと、知らなかったと。

これからは仲よくして高田にも来てもらいたい、そして来年のしだれ桜は、また来ますというお話

をいただくわけです。そういったことから隣同士が仲よくなるということは、いくらでもできると

思いますし、そういったことでの一体感が今後出ていくと、糸魚川がまさに、翠の交流都市という

ことの役割を全体の中で担っていくんではないのかなと、このように考えますので、よろしくお願

いいたします。 

では、新幹線の開業をターゲットにした首都圏、関西圏との連携はどうなっているか、交流事業

をこれからどうつくり発展させるか、この機会にご説明いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

交流事業の展開でありますけど、正直なところ、まだまだ糸魚川は知名度が低いというふうに思

います。そのためにも特にことしは、去年にあわせまして、糸魚川の知名度のアップのために、い

ろんな宣伝媒体を使ってＰＲをさせていただきました。すぐやれるバスツアー等も、ことしは少し

広範に展開してきたつもりであります。また今後、新幹線開業にあわせてＪＲ商品の展開というの

は、かなりウエートが大きくなってくるんではないかなというふうに思ってます。 

既に関東の商談会等は県を経由しまして数回、ことし実施しております。また関西も初めて、こ

としチャレンジすることができました。少しどこかをキーポイントとして、交流の糸口を探したい

つもりで積極的に各種商談会、並びに関係団体との交流をしっかり保つようにやっていきたいとい

うふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

どんどん進めてまいりましょう。 

さて、私たち会派、糸魚川２１クラブでは、この３年間、東京首都圏の特定のエリアの方々と、

将来的には都市交流となることを視野に入れた人的交流を行ってきました。その１つは、東京都北

区で、北区議会議員の皆さんや、都内で有名な商店街、霜降銀座商店街の皆さん、そして農村体験
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交流で毎年おいでいただいている聖学院中学の先生方、これは伊井澤議員が生徒さんの受け入れ農

家であったことによりますけども、そういった人的交流を始めています。 

これまでも聖学院中学さんの学園祭で、ＪＡひすいさんと、糸魚川の農家さんと、糸魚川市担当

課が産品の販売をさせていただいていますが、この学校つながりを発展し、拡大していく取り組み

となるように、糸魚川の若手商店主の会が中心となって、まがたまの会というものをつくり、若手

農家さん、魚市場さん、青年会議所の皆さんに声掛けして、アンコウのつるし切りとアンコウ汁の

販売を行い、東京の商店街のにぎわいづくりのお手伝いの中で、糸魚川の情報発信、アピールに努

めていただいています。 

もう１つは東京都墨田区で、人気の東京スカイツリーの建設地が墨田区押上ということから、糸

魚川市の押上区長さんと、押上・押上つながりをつくっていただこうと、墨田区押上に住まれてい

る区議会議員に仲立ちをお願いしたところ、墨田区押上のまちづくり研究会の皆さんをご紹介いた

だき、押上・押上つながりが進みつつあるということです。ひょっとすると４月のけんか祭りに、

墨田区押上のまちづくり研究会の皆さんがお見えになるとも聞いています。そうであれば、押上海

岸でヒスイ拾いを体験していただいたり、酒蔵を見学していただいたり、おいしい魚を食べていた

だいたりと、糸魚川のよさを感じていただけると思います。 

さて、先ほど事例としてご紹介しました北区の霜降銀座商店街との交流イベントには、昨年、当

市で進めるなりわいネットワークの皆さんや、担当課さんもご参加いただいておりますので、この

機会に、これからの首都圏とのつながりづくりということで、その事業展開についてお話をいただ

ければと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

今、議員のほうから、民間レベルでのいろんな交流事業をご紹介いただきましたし、後段のほう

でお話がありましたように、昨年、糸魚川市で立ち上げましたなりわいネットワークも、霜降商店

街のアンコウのつるし切りのほうに参加をさせていただきました。私も出席をさせていただきまし

た。非常に都会に出て物を売ることの大変さを痛感してまいりました。厳しさを感じてまいりまし

た。 

それと、あわせて得るものもたくさんございました。１つには、霜降商店街といいながらも、や

はり空き店舗があるわけでございまして、そこをいかに今後の地方の物産を売る場所として、使え

るのかなというふうなことも感じさせていただきましたし、それから、糸魚川の物を持って一緒に

売りに行ったわけですけども、行った方々のやはり熱意を非常に感じました。行き帰りの車中の中

での意見交換をしながら熱意を感じ、今後の事業展開に利用できるものを、たくさんいただいてま

いりました。 

やはりヒントは、現場にあるんだろうなということを感じてまいりました。今後、そのような素

材をしっかりと、なりわいの展開に結びつけていきたいなというふうに考えております。 

少しなりわいネットワークの事業展開をご報告申し上げますけども、今、会員につきましては、

個人、団体を含めて４５団体、加入をいただいております。昨年１０月には、東京ビックサイトの
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ほうへ行きまして、見本市等を見学させていただきましたり、また、あるいは若手の農業者の皆さ

んが、六本木のアークヒルズで交流をしたりというふうなところにも参加をさせていただきました。

それから、今、議員のほうでお話いただきました霜降商店街のほうへ出向きまして、物産を売るこ

とも取り組まさせていただきました。 

また、本年の２月２１日からは、関西のほうへ出向きまして、アグリフード大阪２０１３、ある

いはシーフードショー大阪などにも参加をさせていただきました。なりわいの皆さんから出ていた

だいて、非常によかったと、得るものがあったというふうに聞いておるところでございますので、

その得るものを今後どのように結びつけていくかというところ、しっかりと、なりわいの皆さんと

話し合っていきたいなというふうに感じております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

ありがとうございました。 

かつて糸魚川２１クラブが市外へ出かけて政務調査し、その報告として提言したことが、このよ

うな形で実現しているということに関して感謝を申し上げます。 

では、スカイツリーの墨田区押上との押上つながりについては、何か期待できるものはあるでし

ょうか。お考えがあれば伺いたいと思います。 

糸魚川の押上区では、この交流を使って定住人口につなげたいという構想をお持ちとも聞いてお

ります。行政として、その交流にどのような支援をお考えいただけるか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常にありがたい活動だと思っております。ただやみくもに都会から人を呼ぶということだけで

展開というのは、なかなかうまくいかないものだと思っております。やはり１つの人と人とのつな

がり、地域と地域のつながり、そういったところをだんだんと、やっぱりパイプ太くしていくこと

が、大きくまち全体としてのつながりになるんだろうと思っとるわけであります。ただ、そういっ

たことを考えますと、今始まったばかりだろうということでございまして、いろんな面で行政も協

力するところがあれば、支援をしていきたいと思っとるわけでございまして、ただ最初から皆さん

がやっとる中に行政が入っていくというのはいかがかな、協力できるものは何か。恐らく向こうの

行政も、そうだろうと思うわけでありますが、そういう中で行政が出ていいときには、行政が出れ

ばいいと思うわけでございますので、まずは皆様方がつながって、本当にしんからの有効を図って

いくように、我々も支援していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 
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○１４番（田原 実君） 

市長、よろしくお願いします。 

新幹線が開業すれば、糸魚川に大勢の人がやってくる、やってくるはずですが、それを待つだけ

でなく、今から首都圏において新幹線で糸魚川に行きたい人をつくることが、非常に重要なことで

はないか。行政は行政として、市民は市民として、議員は議員として、新幹線の開業に向けて糸魚

川に来てもらうつながりづくりを進めましょうということを、ここでお願いいたします。 

では、北陸本線全線開通１００年、そして相馬御風先生生誕１３０年の節目の年の対応について

伺います。 

昨年は糸魚川駅開業１００年、大糸線全線開通５５周年の事業が行われましたが、その反省があ

ればその点も含め、北陸本線全線開通１００年について、ことしはどのような展開になるのか、明

るい話題を提供していただければと思いますが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

まず、今年度の駅開業１００周年、大糸線開通５５周年の記念事業についてでありますが、これ

は去る２月２１日に実行委員会を開催しまして、これは節目の実行委員会でございますが、意見交

換等を行ったところでありますが、全般的には多くの皆様に参加いただき、また、盛り上げていた

だいたことから、一定の成果があったということではありましたが、ただ、より一層の市民への周

知や参加の広がり、それから新幹線開業へのアピールが、より一層必要というふうに捉えておりま

す。 

また、次に北陸本線全線開通１００周年でありますが、これも昨日２８日に、北陸新幹線糸魚川

駅開業記念事業実行委員会を立ち上げ、会議を行ったところであります。この実行委員会の中で、

あわせて開通１００周年のイベント等を行う予定としております。中身は、この実行委員会の中で

詰めていくこととしておりますが、今のところの予定というか構想では、これは２４年のほどの規

模ではありませんが、鉄道を利用した鉄道祭り、それから糸魚川駅、橋上駅が完成しますので、そ

の完成イベントや、また、２４年でラッピングしましたキハ１２０を使いまして、これはＪＲとも

当然タイアップしていかなければなりませんが、南小谷から、例えば能生や親不知へのカニツアー

列車というようなものを含めて展開していきたいと。それからＪＲのデスティネーションキャンペ

ーンも、これは２６年が本番ですが、プレもありますので、この辺を、どうこの北陸本線に活用で

きるかというふうなことも考えていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

事前審査になると言われると困るんですけど、今の計画によってどのくらいの誘客、糸魚川に呼

び込むか、目標を教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 



－ 85 － 

＋ 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

今のところ私が申し上げたのは構想でありまして、そこの事業効果、人数というのは、今のとこ

ろまだ持ち合わせておりませんが、昨年の鉄道祭りあたりは１万人の効果もありましたし、それぞ

れいろんな記念事業を展開してる中では、その事業によって何十人規模から１００人単位の規模と

いうのがありましたので、その事業を練っていく中で、その辺も含めて詰めていきたいと思ってお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

よろしくお願いします。 

では、相馬御風先生生誕１３０年について、これは知音都市交流にとっても積極的に生かすべき

年度と思いますが、いかがですか。早稲田の校歌の作詞者である相馬御風先生の生誕地として、糸

魚川市の取り組みには大いに期待しているのですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

佐々木文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

知音都市交流につきましては、ことしは総会が糸魚川市でやられるということで、相馬御風の生

誕の１３０年とも重なるわけでありますので、市では今現在、先ほど市長が申し上げましたように、

相馬御風の顕彰としては日報社の協力をいただいて、日報社のホームページも活用して、県内外に

相馬御風の顕彰の情報を発信してまいりたいというふうに思っておりますし、今まで相馬御風の宛

書簡、そういう書簡集をつくっておりますので、平成２５年、２６年にかけて、今度は御風が出し

た書簡集も出す予定にしております。そういうものも含めて企画展を開催をいたしまして、知音都

市交流の中でも交流人口の拡大に、そういうものも活用してもらいたいというふうに考えておりま

す。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

これもやはり交流都市ですから、どのくらいのお客さんに来てもらうかというやっぱり目標をつ

くるぐらい、きめ細やかな戦略というものもあわせて持っていただきたいと思います。 

いずれにしても糸魚川に人が来る、相馬御風先生のことを知りたくて糸魚川に来るということで

すが、大町区にある相馬御風生家の管理について、ここで伺いたいと思います。 
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先日、糸魚川を代表する文化人、有名人の生家というふれ込みで、私の親戚の大学生を誘ったと

ころ、見たいと関心を持ってくれたので行くと鍵がかかっていました。とても残念でした。私も近

所なので、よく前を通りますが、鍵がかかって入れない御風生家の前で、看板だけ眺めている観光

客とおぼしき人を、これまでに何人も見ています。その人たちは糸魚川に対して、どんな印象を持

ったでしょうか。 

以前には、観光文化都市を掲げていた糸魚川市、今は翠の交流都市の対応としてはいかがなもの

かと思いますが、実情はどうなっていますか。また、この状況は、いつまでに改善されるんでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

佐々木文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

実情は、１１月の半ばから４月の半ばまで冬の間は閉館ということで、ご予約をいただいて、案

内看板の電話番号によって歴史民俗資料館、または文化振興課のほうに電話をいただいて開館する

というようなことになっております。 

これまでご親戚の方が近くにおられましたので開館をしておったわけでありますけども、非常に

ある意味では、おもてなしということでは、常時開館ができればいいわけでありますけども、今後、

観光協会の案内所もありますので、そういうものも活用したり他の人員体制も含めて、再検討した

いというふうに思っております。 

時期につきましては、大体ゴールデンウイークから１１月までは開館を常時しておりますので、

その後、どういう体制でやるかというものも含めて、早急に考えて対応してまいりたいというよう

に思っておりますので、４月からすぐというわけではなくて、１１月の後半からそういう閉館の中

で、おもてなしの対応が迅速にできるような体制を整えてまいりたいというように、現在は今考え

ております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

おもてなしの対応といかなくても、とにかく関心を持って行ってみたら鍵がかかっていたと、そ

れをどう解決するかということを伺いたいんですけどね、あしたからでもお願いしたいと思います。 

では、質問の２、里山のにぎわいづくり、街なかのにぎわいづくりについてです。 

市長から１回目の答弁で認識を伺いました。私はそれで納得をいたしました。 

それで２回目の質問で伺っていきたいんですけども、糸魚川の地域資源ということで、里山だ、

街なかだということを言っておりますけども、そういうことが魅力としてあるということを、ここ

に住んでいる私たち自身が、まず気づいているかということなんですよね。それはどうお考えでし

ょう。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

そこに住んでおる人たちというのは、もう自分の生活の中での一部であるわけでありまして、な

かなかそれが非常に文化的に見たり、自然の価値としてなかなか判断しかねるところがあるのでは

なかろうかと思うわけでございまして、そういったところは、やはりいろんな活動の中でお示しを

して、ご理解いただくということが大切だろうと思っております。 

押しなべて、やはりジオパークで、今、自然を情報発信してるんですが、行ってみて気がついた、

説明してわかったというような状況が続いているところから判断しますと、今、議員ご指摘のよう

に市民の皆様方というのは、なかなかそういった他と比べて非常にレベルの高いものだというお気

づきには、なかなかなってないのが実情だろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

私も一度この地を離れ、戻ってきて住んで、都会と糸魚川を比べてわかったことですが、大都市

近郊の地方都市では都市化が進んでなくなってしまったもの、そのまちの時代を刻んできた歴史を

感じるもの、昔の生活をほうふつとさせるものが糸魚川には見事に残っている。しかも、いろいろ

残っていて、実際に使われている貴重なまちであるということです。ただ、その多くは新しい時代

の価値観に合わないように考えられがちで、魅力あるものとして理解されにくいことも事実であり

ます。 

そして、そこに人が住まなくなれば、やがてはなくなってしまうのかもしれません。残るものは

残るし、残れないものは消える、それが世の中の定めといえばそうかもしれない。ただ、今せっか

くあるものを、いかに生かしてまちづくりをするか、そこに知恵を使うということも永遠の課題と

して引き継がれていくべきと思います。 

そこで、今回の質問において提言したいことは、にぎわいづくりのチームというものを市民と一

緒にしっかりとつくってみてはどうかと、その必要性があるのではないかということです。 

例えば質問項目に上げました３つ、里山、街なかに子どもや若者を呼び込む新しい取り組みにつ

いて、里山、街なかに都会の中高年世代を呼び込む新しい取り組みについて、里山、街なかの食文

化を生かしたまちの元気づくりについて、それぞれのテーマに応じたアイデアをみずから考え、事

業を実行していく、そういったチームというものを想像していただければよろしいと思います。 

そのワーキンググループが糸魚川市内の地域を元気にする、参加者は地域外部の若い市民、新潟

大学の地域づくりを学ぶ学生さん、都会に住みながら糸魚川市にとても関心のある方にも参加して

もらいたいと思います。地域の元気づくりのお手伝いをしていただくという発想でありますが、市

長、行政の考えを伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今ほどのご提言の内容につきましては、まさに今、行政が取り組みをしているところであります。 

少子化、高齢化、さらには過疎化の進む地域に、何とか元気を取り戻したいという思いで、

２３年度から地域に入って地域づくりビジョンをまとめ、今年度からは地域づくりプランの取り組

みが始まっているところであります。 

確かに地域の置かれている現状、状況というのは、それぞれの地域で異なっておりますけれども、

その地域に合ったやり方で課題を見つけながら、課題解決をしていくということであり、これに行

政も人的、あるいはまた資金面でも、応援体制がとれているというふうに思っております。 

また、後段でご質問の外部人材につきましては、やはり有効なものだろうというふうに考えます

ので、必要によっては今、小滝地区で、新潟大学の学生によるダブルホームも２３年度から始まっ

ておりますけれど、能生地域の上南におきましては、ファシリテーターとして外部人材からもご協

力いただいて、まちづくりに取り組みをしているところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

行政の考えを伺いました。 

私が今回こだわったのは、いかにして新しいパワーを糸魚川というまちの中に生み出すかという

ことでした。若い人たちも、元若い人たちも頑張ってくれています。各地の青年団体、青年会議所、

うまいもん会、あんこう祭りの会、エキマエニカモン、街なかスイーツ巡りなどいろんな会の皆さ

んが、糸魚川のにぎわいと元気をつくるために頑張り、まちづくりサポーターズという団体はシン

クタンクとなって事業も実行してくれております。 

中でも高齢化の著しい小滝地区の皆さんの頑張りには目をみはるものがあり、ご当地への入り込

み客増大に結びつく事業に取り組んでいただいております。そう思えば糸魚川という地域は、すば

らしいまちだと思います。ただ、そういったことを目指してみても、諦めざるを得ない状況にある

地域、地区に対して、どう光を当てていくのかということも重要な課題であります。私はそういっ

た地域、地区にもにぎわいと元気をつくっていきたい。そこに暮らす喜びとか誇りとか、そこに生

きる意味というものを感じていただきたい、このように常に考え、行動してまいりました。 

ただ、市議会議員という立場にあるために、おのずと壁もできてしまいます。できてしまいます

が、そこを越えて市内のどこへでも出かけて、皆さんのお役に立ちたいと声を聞いてまいりました。

そのことは議員であろうがなかろうが、私たちのような責任世代の市民に課せられた役割とも考え

ております。ですから、そういった志を持っている人と出会うと本当に元気をいただきます。そん

な人がふえてくれればいいなと思います。 

そこで、にぎわいまちづくりコーディネーターの育成の話になるわけですが、今行政で取り組む

人づくりの事業、人材育成事業の中で、そのようなことがあれば教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

にぎわいづくり、非常に大切なことでございまして、我々は今までいろんな事業をやっているの

も、やはりそれを目指しておると捉えておるわけであります。しかしながら、いろいろな事業に取

り組んだり、いろいろな人たちが今かかわってきておりますが、遅々として具体的に、なかなか見

えてないのも実情であるわけであります。 

そのような中で、我々はじゃあ何を、どうすればいいのかというところで、今進める中において

は、やはりそこに住んでおる人たち、また、そこに立場を置く人たちの気持ちと、少しずれる部分

があるのではないか。そしてその人たちの考えを十分に尊重しながら、そこにいる人たちがどう考

えるかという、そしてその中で、それをいかにメリットもあるのかというところを、やはりしっか

りしなくていけないんだろう。まだその地域が固まらないうちには、よそから来ていろんなことを

しても、なかなか成功しないんではないか、長く続かないのではないかというような考えから、地

域プランというもので、地域の人たちは皆さん、一度はやはりどのようにお考えになるのか、また、

どのような思いをしているのかというところをまとめていただいて、そしてそれの課題を中心にし

ながら、解決しながら、そしてにぎわいづくりをしていかなくてはいけないという考え方で、今進

めさせていただいております。 

でありますから、その地域によっては、違ったまた考え方が出てくるかもしれませんが、我々と

いたしましては、そういったところを尊重しながら、いつも私が言いますが、チーム糸魚川で、み

んなで頑張っていければいいと思ってる次第でありまして、今進めてる点についての具体的な点に

ついては、担当からも話をさせていただきますが、やはりそういった我々のこの厳しい自然環境の

中で、どのようにしていくかというところも含めるわけでございますが、そういったところで今考

えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

市長のおっしゃるとおりです。やはりその基本を踏まないとうまくいかないというか、失敗して

しまうということを私も見聞きしております。 

ただ、この先を考えれば、やはり里山であれ、街なかであれ、地域に若い人や子どもたちがいて

くれるだけでも元気が出るわけですから、そういう若い人、子ども、そういった人たちの姿や声が

聞こえるということを、何とかつくり出していく仕組みというものも必要だと思うんです。 

そこで一石を投ずるというようなことでチャレンジしていただきたいことは、私、今回、住む人

をふやすための嫁取り、婿取り婚活サポート事業などというふうに名前をつけてみましたけど、要

は、普通結婚相手の家に入ることを嫁取り、婿取りと言いますけども、ここはその地域に、若いカ

ップルが入って住んでもらうということがイメージとしてあります。何か、こういうような取り組

みというのは今あるのか。もしあれば教えていただきたいと思いますけど、いかがですか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今、議員ご質問の具体的な例としては、今現在では持ち合わせておりませんけれど、やはり先ほ

ど少し触れました外部人材から糸魚川に入っていただく、呼び込むといいましょうか、そういう活

動を通じた延長線で、結果、定住人口につながるという考えも現在持ち合わせておりますけれども、

まだ具体的になっておりませんので、ここでの説明はできませんけれども、今後、その点について

は、地域おこし協力隊等の事業の中で、考えていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

私からの提案としては、街なかであれ、里山であれ、空き家となっている古民家をすてきに修繕

して、無料か、それに近い低額の家賃で住んでもらうことを行政が支援すると、そういう仕組みは

できないかと。そのかわりと言っては何ですけど、若い住民からは日々の暮らしぶりや、住んでみ

てわかった地域のすばらしい点をインターネットで配信してもらうことが、糸魚川の情報発信とな

ります。そんな取り組みを思いついてみましたが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

今ほど私のほうで地域おこし協力隊の話をいたしましたけれども、この内容は、まさに今、議員

の提言のある事業の内容だというふうに思っています。特に東京を中心とした首都圏から、若い男

性であったり女性であったり当市に来ていただいて、できれば今空いている空き家等に住んでいた

だいて、地域にも応援していただく、あるいは、また地域でのイベントを企画していただくという

ような協力を、いただきたいことを考えております。そうすることで、もちろん国の支援のある期

間というのは一定の期間でありますけれど、その後、糸魚川に定住していただく、仕事を見つけて

いただく、さらに結婚していただくという流れができることで、今ほどのご提言の内容にも、やは

り沿っていくものになるんではないかなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

質問の３、能生国保診療所を核とする健康集落づくりについては、健康増進課、能生事務所、そ

れぞれより見解を伺いたいと思います。お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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岩﨑健康増進課長。 〔健康増進課長 岩﨑良之君登壇〕 

○健康増進課長（岩﨑良之君） 

お答えします。 

市長の答弁にもございましたように、能生地域では各地区公民館、団体が一体となって、地域づ

くりの方向性を健康と福祉として、健康で孫と一緒に住めるまちを目指し、新潟県立看護大学と連

携した取り組みが、現在、自主的に行われておりますし、国保診療所の鬼頭先生も地元での活動に

も積極的に参加しておりますので、能生地域での健康への取り組みの中で、地域の医療拠点として

連携できるかと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

久保田能生事務所長。 〔能生事務所長 久保田幸利君登壇〕 

○能生事務所長（久保田幸利君） 

お答えいたします。 

今、健康増進課長のほうから話がありましたように、能生地域の各種団体で組織します能生地域

活性化協議会というものが、健康で孫と一緒に住めるまちということを目標に、県立看護大学の渡

邉学長等から講演をいただいていますし、昨年でありますけど、能生地区と西飛山地区では看護大

の学生を受け入れて、地域学習の受け入れを行っています。 

この考えの中心となる地域が、国保診療所と、おおさわの里のあるところでありまして、県立看

護大との連携した取り組みは、昨年、緒についたばかりでありますので、この取り組みが地域の皆

様に理解していただくことが課題でありますし、ご提言いただいたことにつながるためにも、そこ

から入っていかなきゃ悪いんじゃないかというふうに考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員。 

○１４番（田原 実君） 

終わります。ありがとうございました。 

○議長（古畑浩一君） 

田原議員の質問が終了いたしました。 

暫時休憩とし、再開を１１時２５分といたします。 

 

〈午前１１時１５分 休憩〉 

 

〈午前１１時２５分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 
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引き続き一般質問を行います。 

次に、田中立一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 〔７番 田中立一君登壇〕 

○７番（田中立一君） 

市民ネット２１、田中立一でございます。 

発言通告書に基づいて一般質問を行いますので、よろしくお願いいたします。 

１、原子力防災と放射性物質を含む汚泥について伺います。 

(1) 原子力安全協定について。 

糸魚川市を含む県内２８市町村は、東京電力とこれまでの原子力通報連絡協定を発展的に

解消し、新たに安全協定を締結しました。 

この安全協定の締結により原子力防災が一歩進んだことになると思いますが、具体的にど

のように変わったのか伺います。 

① 安全協定締結の目的について。 

② 県や他の市町村との連携について。 

③ 庁内対応について。 

④ 避難計画について。 

⑤ 県外原発への対応について。 

(2) 放射性物質を含む汚泥処理について伺います。 

① 市内に搬入後の汚泥管理と放射能測定について。 

② 他の事業体の搬入予定について。 

２、北陸新幹線開業と並行在来線等について伺います。 

北陸新幹線開業に向け新幹線と並行在来線の利用促進策について伺います。 

(1) 北陸本線全線開通１００周年記念事業の取り組みについて。 

① 隣接自治体との連携について。 

② 並行在来線会社との連携について。 

③ ＪＲのＤＣ（デスティネーションキャンペーン）への取り組みについて。 

(2) 情報通信技術（ＩＣＴ）の活用と環境整備について伺います。 

① 観光客への情報提供の取り組みについて。 

② 公衆無線ＬＡＮの整備について。 

(3) 並行在来線等について。 

① 国の支援の内容について。 

② 新駅について。 

③ 開業までに整備が必要な既存施設について。 

④ 大糸線に新設された雪崩防止柵の効果と今後の設置予定について。 

３、中山間地域振興と農業について伺います。 

(1) 中山間地域の公益的機能の評価について。 
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中山間地域が有する公益的機能（水や食料の供給、国土の保全、景観、歴史・文化、環境

等）の重要性が見直され、その評価も行われています。平成１４年に行われた新潟県の試算

では、１年当たり森林２兆９,３５２億円、農業については４,４８８億円との評価額が示さ

れています。 

上越市でも同様の評価が行われ、今年１月公表の試算では１年で森林１,７２５億円、農

地１８６億円と示されました。 

① 糸魚川市での中山間地域の公益的機能の評価の取り組みについて。 

② 田んぼダムの取り組みについて。 

(2) 農業のＩＣＴ化について。 

この度、経済産業省主催の優れたＩＣＴ経営を実現している中小企業などを表彰する「中

小企業ＩＴ経営力大賞」に新発田市の農場が選ばれるなど農業のＩＣＴ化が注目されていま

す。 

就農者の高齢化・後継者不足に伴う農家人口の減少対策として若い担い手育成にＩＣＴを

取り入れ、会計・販売から生産・管理までＩＣＴ活用が増えています。データ収集・ネット

ワーク活用で労力の省力化、品質向上に役立てています。 

新規就農者拡大・事業の活性化に必要性が増し積極的導入の動きも聞かれますが、糸魚川

市では意欲ある農業者に支援の考えはありますでしょうか。 

(3) 原油高によるハウスの管理費用が農家の経営を圧迫しています。為替の影響を受けず、森

林整備にもつながるペレット導入の支援を求める声を聞きますがいかがでしょうか。 

以上、１回目の質問を終わります。よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

田中議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、市民の安全と安心を確保するために原子力発電所から

の情報を共有し、県内市町村が足並みをそろえて対応することを目的といたしております。 

２つ目につきましては、この協定に基づいて原子力発電所、新潟県、市町村による原子力発電所

連絡会を立ち上げ、定期的な会議など安全対策に取り組むといたしております。 

３つ目につきましては、防災室が原子力発電所連絡会等の窓口となり、庁内での情報共有や連携

を図ることといたしております。 

４つ目につきましては、市町村研究会で作成した実効性のある避難計画に基づき、市外からの避

難者受け入れも含めた県内全域が連携・連動した広域的な避難計画を作成中であります。 

５つ目につきましては、引き続き立地県の情報を収集しながら新潟県と連携し、災害情報の共有

や広域的な避難等について調整を進めてまいります。 

２点目の１つ目につきましては、搬入後は直ちにセメント原料として使用し、直ちに使用できな

い場合は、倉庫で一時保管していくといたしております。放射能測定については、市内セメント会

社２社による測定のほか、市といたしましても搬入時の車両や周辺の空間線量を測定いたしており
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ます。 

２つ目につきましては、具体的な依頼は来ておりません。 

２番目の１点目の１つ目と２つ目につきましては、ＪＲ西日本や富山県側との連携はもとより、

大糸線とも連携を図るとともに、えちごトキめき鉄道にも働きかをしてまいります。 

３つ目につきましては、２６年度を中心に開催される新潟デスティネーションキャンペーンでは、

県関係団体及び市観光協会やＪＲと連携をいたしまして、観光誘客に積極的に取り組んでまいりま

す。 

２点目につきましては、観光客に対する携帯電話等のアプリケーションの提供に取り組むととも

に、Ｗｉ－Ｆｉ環境につきましても、順次、スポットを整備していく予定であります。 

３点目の１つ目につきましては、貨物調整金、貨物経路確保、豪雪対策支援、安全輸送設備補助、

建設費負担軽減を内容とするものであります。 

２つ目につきましては、利用見込み、費用対効果等を踏まえた上で、必要性を考えてまいります。 

３つ目につきましては、えちごトキめき鉄道による運行が円滑にスタートできるよう、ＪＲが譲

渡前に必要な既存鉄道施設の整備を実施する予定といたしております。 

４つ目につきましては、かさ上げした雪崩柵の効果は発揮されております。また、今のところ新

たな雪崩柵の設置は予定してないと聞いております。 

３番目の１点目の１つ目といたしましては、市として取り組む予定はございません。 

２つ目につきましては、畦畔の保全、中干し等に課題があることと、農家にとってメリットが少

ないことから、取り組む予定はございません。 

２点目につきましては、生産性の向上や品質の改善、新規就農者や新規参入法人への経営ノウハ

ウの提供など効果があるものと考えております。今後とも先進事例を調査研究し、農業者への情報

提供や相談などの支援を行ってまいります。 

３点目につきましては、県と市の補助事業等がありますことから、ご相談いただきたいと思って

おります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

では、再質問をお願いいたします。 

安全協定が結ばれたということで、今伺ったところなんですけれども、まず、柏崎刈羽原発では、

これまでどのような事故といいましょうか、トラブルが発生しているものでしょうか。思い出され

るのは中越沖地震のときに、火災事故が発生して問題になりましたけれども、そのほかにも重要な

トラブル等が把握されていたらお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 
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○消防長（小林 強君） 

お答えいたします。 

今、議員がおっしゃったような事故につきましては、もう皆さんご存じの事故だと思っておりま

す。その後につきましても、例えば働いている方が指を切断しただとか、いろんな小さな事故が発

生しております。そのたびごとに関係市町村には、細かい事故の詳細が通報されてきて、我々も確

認しております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

細かい事故のことは、人的なそういったことは問題はなかろうかと思いますけれども、私もネッ

ト等でちょっと調べましたところ、２００９年には予備品の倉庫火災があったとか、あるいは

２００６年には計画線量超えがあったとか、そういったものが情報として流れていました。中越沖

地震以後、この２００９年までには、火災発生は９件あったということも書いてありました。真偽

のほどは、ちょっと私、よく確認はできませんが、印象として、結構頻発してあるなというふうに

受けとめております。 

例として、先日も栃木県の地震、震度５強があったりしますと、すぐに原発は大丈夫かなという

ふうに思うわけですけれども、このような事態が発生したとき、この安全協定に基づいて、具体的

にどのような行動が起こされるのか伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

協定に基づく中身につきましては、ポイント的に３つ実はございます。１つが、平常時の対応で

ございます。これにつきましては、先ほど申し上げましたみたいに、発電所の安全連絡会というよ

うなものを設けておりまして、定期的に会議を開催して、安全に関係する情報を共有するというの

が１つのポイントでございます。 

もうあとは１つは、異常時の対応ということでございます。これにつきましては、異常時につき

ましては、東京電力から通報連絡が当然あることになっておりまして、また、あった中身につきま

しては、基本的には３０キロ圏内の市町村が、現場確認を行うというようなことが取り決めされて

おります。 

最後の３つ目でありますが、これが損害賠償補償の件でありまして、原発の運転事故に絡みまし

て住民に損害を与えた場合には誠意を持って補償する、これが大きな３つのポイントとなっており

ます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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田中議員。 

○７番（田中立一君） 

わかりました。 

原発再稼働の話が、今取り沙汰されております。国の話になってくるんですけれども、原子力規

制委員会の新しい安全基準、直下に活断層の可能性云々の話が、今、安全性について論議されてい

るところですけど、市ではこの再稼働については、どのように考えているのか。安全協定のほうで

は意見交換の形で、稼働について意見を伝えることができるというふうに書いてあるというふうに

見たんですけれども、その点についてはいかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

再稼働についての安全基準の考え方につきましては、これは当然、原子力規制委員会が判断する

ものというふうに考えておりまして、市町村レベルでは、そのような判断に関する能力は、持ち得

ていないというふうに考えているところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

それはわかるんですけれども、先ほどこの安全協定の中で、意見交換の形で意見を述べることが

できるというふうにあるが、そのことについてはどうなのか。そういったときには、市としてはど

のような対応をとろうと考えているのか、そういった点を伺いたいんですけども。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

意見の交換会につきましては、基本的には市民の安全・安心を守るために、その会が設立される

わけでございますので、市民の安全・安心に危機が及ぶという判断であれば、当然、その場所で糸

魚川市は、糸魚川市としての意見を申し上げるということになるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

庁内対応ですけれども、市によっては原子力防災対策室等を設けている市もあります。糸魚川市

は５０キロ圏外になるわけですけども、そういったこともあって、そこまでは必要ないという判断

があろうかと思いますけれども、今後でも、専門的なスタッフの育成とか、あるいは所管の窓口等

について再編していったりとか、そういう考えというものはあるもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

糸魚川市の防災対策全てにつきまして、消防本部防災室が対応するということになっております

ので、その考え方につきましては、現状では変更ございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

あわせて専門スタッフ等の育成ということ、あるいは、そのためのやっぱり専門的な知識の習得

等をどのようにされていくか、あるいは考え、そういったことについてはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

防災室の職員につきましては、各種の研修会等に参加をさせていただきまして、知見を深めるよ

うに努めているところであります。 

ただ、原子力の安全性について専門的な知見を持った職員を育てるかどうかということにつきま

しては、その辺は現実の話からして非常に難しいというふうに考えておりまして、やはり大学の専

門家との連携だとか、やはり国の関係機関との連携によって、その辺を埋めていく必要があるので

はないかというふうに現状では考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

わかりました。 

避難計画についてでありますけれども、先ほど策定中という答弁をいただきましたが、原子力ト

ラブルの最大発生原因というのは人為的なミスから、地震あるいは津波といった自然災害、いろい

ろ考えられるわけでございます。また、それらの複合の災害ということも考えられますけれども、

そういったことを全部想定しての避難計画というものが、実効のある避難計画かなと。避難されて

いる人も含めての避難計画が必要なわけなんですけど、この策定はいつごろまでに、どのような工

程を経てやっていくのか、お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

この避難計画につきましては再三申し上げておりますが、市町村による検討委員会を立ち上げて

検討しているというようなお話を、今まで皆様に申し上げてきたかと思っております。それが一応
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まとめられておりまして、実効性のある避難計画という形でまとめられております。 

それを大きく３つにポイントが絞られておりまして、まず１点目は、５キロ圏につきましては、

もう即時避難だと、それから５キロから３０キロ圏については段階的避難というのが、第１のポイ

ントでございます。それから第２のポイントとして、避難計画をとりあえず危機を脱することを主

な目的として定め、１次避難と、それから長期の避難、２次避難と区別して、１次避難をまず重視

したというのが、２つ目のポイントでございます。それから３つ目のポイントといたしまして、

５キロから３０キロ圏内においては、一定期間の屋内待避を前提として、時間をかけた計画的避難

を行う、これが基本的な３つの考え方です。 

その３つの考え方を基本といたしまして、それぞれ原発との距離に応じて、その市町村に合った

具体的な避難計画及び避難者を受け入れるための計画を、今策定に向けて進めているということで

ございます。我々とすれば、できれば２５年度中に、何とか策定できればというふうな計画で、今

進めているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

両原発というのは、県外の志賀原発も含めてなんですけども、柏崎刈羽両原発から一番近いとこ

ろで約５０キロ、また８０キロ、海岸線にある市振地区とか磯部地区とか、そういったところもあ

りまして、きょうの答弁もそうですけれども、これまでの答弁でも、この地域は５０キロ圏外で、

即避難は、現実的にはないだろうということで話は聞いていますし、基本的な話はわかりました。 

やはり風向きとか風力とかによっては、すぐに避難しなければいけない内容もありますし、海岸

線という特殊な地域も考慮した、この地域に合った避難計画というものを、早目に立てていただき

たいなと思います。 

その実効性を上げるには、住民意識の向上というものもあわせて必要かと思いますが、その点に

ついてはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

防災計画につきましては、全て住民の皆さんのご理解、ご協力がないと、その実施は危ぶまれる

ものでございます。具体的には２５年度を目標に、今、原発以外の地域防災計画の見直しも進めて

いるところでありまして、その中で住民の皆様方に具体的にご説明をし、理解を得て、また訓練等

を重ねることで、実効性を高めていきたいというふうに考えているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

わかりました。県外原発への対応も含めて、しっかりとお願いしたいと思います。 
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次、放射性物質を含む汚泥処理についてですが、１月９日ですか、最初に搬入された、それ以降

の汚泥の量と放射能の総量について、把握されていればお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

お答えいたします。 

電気化学工業株式会社では４２１トン、それから明星セメント株式会社では１,２６５トン、合

わせまして１,６８６トンが搬入されております。 

また、放射能量につきましては、電気化学工業株式会社については１６から７７ベクレルと、そ

れから明星セメント株式会社では２６から５８ベクレルということで、全体的な量というのは出し

ておりません。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

これまで合わせて１,６８６トンの汚泥が、平均して１６から５６ベクレルのものが搬入された

ということになろうかと思います。ＩＡＥＡの放射能管理の原則がありますが、封じ込めと拡散の

防止の観点からいうと、これだけの量が拡散してるんじゃないかというふうに思うわけですけれど

も、その辺の認識というものは、どのように捉えていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

基本的には、食品基準の１００ベクレル以下ということでございますので、安全性はあるという

ことでございますし、拡散ということには、つながらないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

拡散につながらないという答弁ですけども、私はこれはしっかり拡散してるんじゃないかと思い

ます。わかりました。市の見解としては、そういったことがわかりました。 

この１月９日以降なんですけども、１つの事業所のほうでは２月はほとんど途絶えている、搬入

されてない時期がありますけれども、これの理由は、地域審議会等でも少し話されていましたが、

調整のためというふうに話をされていましたけども、改めてこの理由と、その調整の意味をお願い

します。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

新潟市が処理をしようとするものについてでございますけども、新潟市では直近に発生したもの

から処理をしたいということから、それが効率的であるもんですから、それからやるということで

ございましたけども、降雪等の関係から新しいものについては、若干従来のものよりもやわらかく

なったということで、電気化学工業の作業工程上、少しそのものについては困難があるということ

から、機械脱水等のものに切りかえるということで、その間の処理工程の調整に時間を要してると

いうことでございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

放射線量の測定ですけれども、いろいろと公表されていることはいるんですが、これの時間帯に

ついては一定の時刻なんでしょうか。また、夜間等の測定というものは、考えてはいないんでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

市が行っている周辺の空間線量につきましては、午後から行っております。大体３時間ぐらいか

けて行っているということでございます。また、夜間につきましては、会社等の操業そのものが昼

間ということもありますので、夜間については今のところやる考えはございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

夜間はやるつもりはないと。でも、操業は夜間はやっているわけですよね。そういったことで、

できれば市の職員がされるというのも、なかなか大変かと思いますけれども、考え方によっては信

頼できる第三者というものに委託をするなりして四六時中監視するような、そういう方策というの

は考えられないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

お答えします。 

安全をやっぱりしっかり発信するということになれば、今、田中議員が言われましたように、夜
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間のものも必要だというのであれば、市のほうで、それなりの対応はしなきゃならん。ただ、毎日

毎日測定するのがいいのか、あるいは１週間に１回とか、そういうものの検討をさせていただいて、

やっぱり情報というものをしっかり捉えながら、安心というものを訴えてまいりたいというふうに

思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

搬入されている車の洗浄について伺いますけれども、この車の洗浄というものは、どこで、どの

ようにされているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

搬入されている車の線量につきましては、企業、それから市の職員が行って、前面、それから早

く言いますと四方をはかっておるということでございます。 

○７番（田中立一君） 

洗浄。 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

線量につきましては、電気化学工業につきましては０.０３から０.０６マイクロシーベルト、そ

れから明星セメントにつきましては、０.０２から０.０５マイクロシーベルトの範囲内でございま

す。 

それと、あわせましてβ線もはかっております。β線につきましては、電気化学工業につきまし

ては２３から１２８ＣＰＭ、それから明星セメント株式会社については２７から１１４ＣＰＭでご

ざいます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

搬入車の洗浄は行っているけども、またそちらの放射能測定も行っていると。その放射能測定の

ほうは、今言われた数字だと、そういうふうに理解してよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

搬入車の洗浄については、どちらの会社とも会社の中ではやっておりません。洗浄が必要な場合

には、搬出元へ行ってやってるというふうに聞いておりますので、そこはやっていないということ
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でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

搬出元でやっているということは、新潟、長岡、そちらのほうでやっているということでしょう

か。搬入する車はどちらの、市サイドの会社だったんじゃないでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えします。 

車の洗車というのは、ちょっとどこでやってるか調べてございませんが、もし必要であれば、ち

ょっと時間をいただいて調べさせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

車両でございますけども、電気化学工業株式会社についてはカネヨ運輸、それから明星セメント

については、太平洋陸送という会社が行っております。 

洗車が必要な場合については、それぞれ搬出元のほうで行っておるというふうに聞いております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

搬入車のほうはわかりました。 

集じん機についての洗浄はいかがなんでしょうか。集じん機というものは水洗いするんでしょう

か。また、フィルターの交換というものをするんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉岡市民部長。 〔市民部長 吉岡正史君登壇〕 

○市民部長（吉岡正史君） 

工場で排ガスが出るわけですけども、その集じん装置というものは電気集じん機でございます。

その電気集じん機につきましては、水洗いとかそういうものではなく、打設によって集じん板につ

いたものを落として、それがまた再原料化されるということで、洗浄というものはございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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田中議員。 

○７番（田中立一君） 

公表されている放射能測定の数値を見ますと、雨の日やみぞれの日、雪の日が多いというふうに

聞いてますし、これまでの報告でもそのようにされているところですけれども、いわゆるフォール

アウトしたところが、ホットスポットの状態になるんじゃないかということも懸念されるんですけ

れども、そういうことで、もう少し放射能測定地点のその辺の検査体制というものの見直しという

ことが、これから考えられるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

おっしゃるとおり雨だとか、みぞれのときは、やはり数値は若干高くなります。というのは空気

中にあるものが、それに含まれて落ちてくるということで、それをはかると若干高くなるという形

になります。でありますので、大体通常ですと通常値が変わっていないということでございますの

で、測定地点については今のところ、現在のままで行いたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

他の事業体の搬入予定は、先ほどの答弁では問い合わせ、あるいは予定がないということなんで

すが、全然この先もその辺の、何で搬入予定がないのか、今後の見通しという言い方はおかしいん

でしょうかね、その辺の見通しはいかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

先般、新潟市が中心となっておる１３事業体で会議を行ったときには、１、２の自治体で、そろ

そろ処理をしないといっぱいになっておるというような情報は得ておりますけども、それがじゃあ

いつからという具体的な話は、今のところ聞いてないところでございます。 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員の一般質問の途中でありますが、暫時休憩とし、再開を１３時といたします。 

 

〈午後０時００分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 



 

－ 104 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

休憩前に引き続き、田中議員の一般質問を行います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

放射性物質の汚泥処理につきましては、非常に不安をおぼえる市民が多いわけでありますので、

環境の測定をしているから大丈夫ということばかりじゃなくて、不安を解消するためにはどうした

らいいかということを、今後も引き続き努力をしてもらいたいと思います。 

放射性物質の汚泥については以上で質問を終わりまして、次に、北陸新幹線の開業と並行在来線

等でございますけれども、先ほどの答弁と、その前の質疑とのやりとりなんですが、北陸本線の全

線開通１００周年記念事業については、北陸新幹線開業の実行委員会の組織の中で、いろいろと検

討をされているようなんですが、この実行委員会の組織というのには市外の自治体とか、あるいは、

そういう関係の団体とかは入っているのでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

先ほどの中で、昨日のこの実行委員会の立ち上げを説明させていただきましたが、今回の今組織

の中には、他市のものは含まれておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

先ほどの答弁では、隣接自治体等には働きかけをしていくと。その働きかけの中で、北陸新幹線

開業に向けて盛り上げていく中で、他市との連携ということですけれども、その組織の中にまた今

後、組み入れていくとか、見直しとかはあるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

当然、新幹線開業には他市との連携が大事でございますので、組み込む、組み込まないは別とし

て、当市は大町市、それから白馬村、小谷村とは、大糸線のいろんな協議会の中でも連携しており

ますし、直接、朝日町とは、そういうものは持っておりませんが、当然この中で、また働きかけ、

場合によっては出向いて、いろんなことを連携できるかどうかを進めてまいります。組み込む、組

み込まないは、また組織の中で話し合いをさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 
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○７番（田中立一君） 

今、大町市、あるいは白馬村、朝日町等の自治体の名前を聞かせていただきましたけれども、ち

ょっと伺いますけども、新幹線開業に当たって、この糸魚川駅を利用する客というものをターゲッ

トと言ったらいいんでしょうか、利用される自治体、ターゲットとする距離的なものですが、どこ

までを考えていられるか。もしその辺の考えがあれば、お聞かせ願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

今、その細かい資料は持ち合わせてはおりませんが、当然、大糸線沿線は新幹線がないわけです

から、そこの沿線市については、当然、区域の中に入っておりますし、それから朝日町、入善あた

りは黒部との競合もありますけども、当然、東京へ行くときはうちの駅が近いので、その辺は全て

圏域という形でのシミュレーションはしてるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

やはり他の自治体の圏域というものをしっかりと戦略を持って、もう２年後に迫っているので、

具体的にこういったものを取り組む形というものも目に見えてほしいなと。 

他の自治体ばかりでなくって、例えば私は能生なんですけれども、最近よく耳にすることは、新

幹線ができて、どの駅で乗るかということになりますと、必ずしも糸魚川を利用するという声が聞

こえるわけではありませんので、東京へ行く場合には、脇野田を利用したほうがいいのかなとかい

う声もあります。やはりそういう声を聞きますと、糸魚川としては、やはり多額のお金を新幹線の

駅にも使ってるということもありますし、やはり停車問題もありますので、そういう戦略の中に、

また地域内のことにおいても、配慮をした取り組みというものを、もう既に始めていただきたいな

と思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

当然、新幹線の利用促進、これは考えていくところでありますけど、これについては当市の交流

人口の拡大をジオの中で特に促進を求めてまいりますので、この中にも鉄道のプロジェクトという

ものもありますし、そういうものも含めて今既にもう検討を始めてるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

検討を始めていただく、なるべく早く示していただいて、やはり利用促進につなげていただきた
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いなと思います。 

また、早目にということでは、先ほどデスティネーションキャンペーンのＤＣの話をさせてもら

いましたけれども、ことしはプレで４月から、もう３カ月始まるわけですよね。このプレキャンペ

ーンに対しての取り組みというのは、まだ私らのほうには見えてこないわけですが、いかがなんで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

ご存じのようにデスティネーションキャンペーンは、来年、２０１４年を中心に、４月から６月

という一定の期間で、地方自治体並びに県、それから観光関連業者、あわせてＪＲ６者が主体にな

りますけど、一緒に３カ月単位の大型観光キャンペーンをやるということになっております。 

新潟県の特性の中では、食のほかに花、雪、酒、匠というのを取り組みながら実施することにな

っておりますけど、既にその前年、議員おっしゃるとおりプレキャンペーンということで、この

４月からスタートすることになってます。また、当地に新幹線が開通する時期はポストキャンペー

ンということで、また１年、３年間を総じて、少し誘客拡大につなげたいということです。 

機運の醸成は十分ありますけど、私どもはそれに先立ちまして、周辺周遊プランというのを県の

ほうに提出させていただきました。実態を言うと、なかなか現実は難しいです。会議の中では、東

日本しか出てきておりません。ちょうどこの地域は西日本とのポケットになっておりまして、残念

ながら私どもが提案した数カ所の周遊プランについては、今回、採択ということにはなりませんで

した。残された道はＪＲ西日本とを含めまして、オリジナルプランの醸成になるんではないかなと

いうふうに考えております。もう既に糸魚川駅を中心としまして、西日本のほうに少し働きかけを

しております。 

いずれにせよ、新幹線を機軸として長野ないしは、今現在ですと上越新幹線周辺を乗降の窓口と

して周遊プランを考えられておりますので、現在の在来線とあわせて、どういうふうに利用拡大を

図っていくかというのが大きな課題であると思います。私どもはできるだけ地域の観光業者、並び

に関係者としっかりタッグを組みながら、できるだけ早目に提案、ないしはプランのまとめに入っ

ていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

できればプレの段階からポストまで、しっかりと取り組んでいただきたいし、もうプレはあと

１カ月後ということなので、もうそろそろ目に見えた形のものもまた欲しいなというところであり

ます。 

ところで、このＤＣの応援隊長はレルヒさんですね。糸魚川では、そういった形の応援体制、あ

るいはかかわり方というのは、どうなっているのかなというのも気になるところなんですけれども、

このレルヒさん、大変なゆるキャラの人気で、昨年のゆるキャラグランプリでは１２位というふう
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に聞いております。また、ゆるキャラそのものも大変な人気で、地域の情報発信とか知名度のアッ

プに貢献しておりまして、さらに経済効果も大変なものがありまして、ちょっと調べてみましたら、

ゆるキャラ関連の経済効果というものは１兆６,０００億円というふうに聞いております。 

２０１１年のゆるキャラグランプリで優勝した熊本県のくまモン、これが今大変な人気でありま

して、もうご存じですけども、これの経済効果、上半期で１１８億円、昨年、通年で２９０億円と

も、それ以上ともいうことだそうです。このようなゆるキャラ、当市にもあっていろいろと頑張っ

ておられますけれども、こういった観光キャンペーンやいろんな場での活躍、活用の考えというの

は、今後どうなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

非常に戦略上、かわいいとか、優しいとか、癒やしという部分では、非常に目にとまると思いま

す。私どももぬーなとジオまる、それからブラック番長という大切な３体があります。これを大い

に今活用してるわけですけど、特に宣伝媒体としてのテレビ出演、そのようなものの中では、しっ

かり活用させてもらっております。今後も多分、出番が多くなると思いますので、しっかり皆さん

に覚えていただいて、糸魚川を代表するキャラクターになるように側面的に、一緒に頑張っていき

たいなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

くまモンで感心するのは、その経済効果、もうかる仕組みを戦略的にやってるということで、や

はりこのもうかる、経済効果というものを、きちんとこういうアイテム使うなら使って、さらにブ

ラック番長はフェイスブックをやったりとか、そういう情報発信もしてますけれども、そういった

こともあらゆる手だてを使って、また経済のほうにも結びつけていく方策というものをやっていた

だけたらなと思います。 

ＩＣＴの活用のほうに入るんですけれども、当市としてはどのように考えてるかというのもあり

ますし、市長がどのように考えているか。市長はブログについて市民との対話、あるいは観光やジ

オパーク、市の広告塔として、このようなブログの開設等には考えはありませんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

私はどちらかというと、市全体で取り組んでおるわけでございまして、私一人の個人の考え方と

いうのよりも、そういったやっぱり私はチームプレーでいくべきだというふうに捉えておるわけで

ございまして、一体感を持って今進めさせていただいてるわけでございますので、そのようにご理
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解いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

考えはそれぞれであろうかと思いますし、それはそれで結構かと思いますが、例えば安倍総理が

就任後、フェイスブックで非常に話題になってフォロワーも多い。また、泉田知事もツイッターで、

短いですけども、盛んにアップされて、フォロワーも多いというふうに聞いておりますし、何より

も従来の世代ばっかりじゃなくて若い世代、またスピード感、行政の敏感な反応というものが、す

ぐに伝わるということでは強力なツールじゃないかなと。行政のトップとしては、やはりそういっ

たことも今の時代、必須アイテムとしては考えていく余地があるんじゃないかなと思って聞かせて

もらいましたが、それはそれぞれの考えであろうかと思います。 

ちなみに、お隣の上越市長も市長のページですか、非常にアクセスが最近ふえているということ

で近々、もう始めてるかもしれませんが、始めているということも聞いておりますし、またもし検

討する余地があったらどうかと思います。 

そのツイッターなんですけれども、糸魚川市は始めておりますが、ジオパークのほうでも始めて、

そのツイッターのフォロワーの数、これは幾つぐらいで、その数についてどのように思われている

か伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

数字的なものは、今ちょっと資料を持ち合わせておりませんので、申しわけありません。 

ただ、情報を提供するという手段よりも情報を逆に見た方が流すという部分で、非常に有力なツ

ールだというふうに思っております。現在、市長の話にもありましたとおり、昨年はＱＲコード、

それから今回はスマートフォンを年度内に、できればアプリケーションを展開したいなというふう

に思ってます。 

県でも先般１月に、公衆無線ＬＡＮのスポットマップというのをつくって公開しておりますので、

地域内でもどんどん展開するものというふうに思ってます。私どもも情報収集しながら利活用、

１つのツールとして活用してまいりたいなというふうに思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

市のほうでやっておりますツイッターのほうでは、２月１４日現在ということでありますが、フ

ォロワーの数が６６１と、確実にふえてはおりますが、そんな爆発的なふえということにはなって

いないという状況にあります。 

このほかに先ほど言いましたように、交流観光のほうではフェイスブックのほうでの情報提供も
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始めているということで、そちらのほうはまた今後、力を入れて取り組んでいく分野かなというふ

うに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

新幹線の開業を控え、観光交流都市をやろうとしている市としては、フォロワーの数が６６０は

果たしていいのかどうか。また、ジオパークのフォロワーのほうが、私が調べたら６０ちょっとか

と思います。果たして、この数でいいのかどうか。目的は今伺ったので、そういったことによって、

その辺はいいのだと言われればそれまでなんですが、この時代、またそういった目的の中で、果た

してこのままでいいのかなという危惧を正直感じるところであります。 

各ホームページの開設ですけれども、例えばフォッサマグナミュージアムや各ジオサイト等での

ホームページの開設というのは、今後考えておられますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

各ジオサイトを機軸とした情報の公開というのは、単発的には行っておりません。なお、今回の

アプリケーションもジオの２４サイトの紹介から始まりまして、機軸はそこにとっておりますけど、

あとは商業施設、アプリケーションのタッチパネルを使いまして、呼び込んで追い込んでいけば、

食べる、それから遊ぶ、お土産というような形で、市内の商業施設とリンクできるような形で、ど

んどん細部まで情報が取れるようなアプリケーションの連携を図っておりますので、それを使えば

総合的な２４サイトが理解できながら、それぞれの目的別にタッチできるというところになると思

いますので、ご理解いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

アプリの話を今されておられますけども、ぐるり糸魚川という観光アプリがございますね。１月

に開設されていますけども、これは市のほうではかかわっておられないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

見ていただいて本当にありがたいんですけど、今、試験的に二、三カ月、少し開放させていただ

いております。今話したのが、そのまさにアプリケーションなんで、年度内にはしっかり公開して、

開始にたどり着きたいというふうに考えてます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

試験的にされてるアプリが、今じゃあこのぐるり糸魚川ということで、やはり同じように先ほど

説明をされましたけれども、ツイッターとかフェイスブックでの発信も可能だということなんです

が、その試験的な、そのデータの内容というものはどうなんでしょうか、利用状況とかですけども。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

限られた人といいますか、まだ非常によく知ってられる方が見られているのが現状だと思います

ので、会った方からいろんな話は聞いてますけど、順次改修といいますか、悪い点を補完しながら

今整備に入ってますので、いましばらく試験的というふうな感覚で見ていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

わかりました。 

公衆無線ＬＡＮの整備、先ほど随時進めていくという答弁をいただきましたけれども、県とのい

ろいろと整備に入れる報道もされているところであります。ちょっと事前になると悪いんですけど

も、国際会議の誘致ということも考えておられるという話も聞きましたが、国際会議されるには、

非常に通信環境の充実というものが大事なんですけども、そういったものにあわせた形というもの

は、考えておられますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

国際会議の招致というのはもう少し先の話で、文化振興のほうで取り組む行事かなというふうに

思っておりますが、それはそれとして我々としては、やはり今のＷｉ－Ｆｉ環境の整備というもの

については、県のほうでも今２５年度予算で取り組まれる方向かなというふうに見ておりますので、

そこら辺、県の補助が受けられるように準備をして、また申請等もしていきたいと。もし県の補助

が受けられれば、当然、それに沿って補正なりをさせていただくというようなことを考えておりま

す。なるべく早い段階で、主要な施設にＷｉ－Ｆｉ環境を整えていきたいということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

県の支援も大事ですけども、計画的に開業までには、あるいはＤＣに合わせて、ここまでやりた
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いというものを示したやり方のほうも必要なんじゃないかなと思います。一言言わせてもらいまし

た。 

次に、並行在来線のことですけども、国の支援ですが、８３０億円という県の試算を含んだ金額

ですが、信越本線の貨物経路確保、豪雪対策支援、北陸本線の貨物調整金など、大きく４つ示され

ましたけれども、それぞれおおよそ幾らぐらいかというのは、把握されているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

先ほど県が来て説明もしましたが、国のほうでは７８０億円を超える額、県はそれをさらに積み

上げると８３０億円相当ということの中で、今４つの項目を市長がお答えしましたが、その個々の

４つの内訳の中身は示されておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

国の新しい支援策で、ＪＲからの鉄道資産取得４５％、設備投資更新に３０％等の交付税措置の

話があります。出資金の施設の取得費を補助に切りかえる可能性があるというふうに、先日の特別

委員会でも説明をいただきました。これは出資金を補助に切りかえることだけであって、出資金が

軽減されるということは全然ないのでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

先般２０日の日ですか、特別委員会で県のほうから、会社のほうから、それぞれ説明をいただき

ました。ですが具体的な数字というのは、なかなか細部によっては示されませんので、３市共同で

県からしっかりこの説明をいただかないと、いろんなスキーム、経営スキームが出ませんよという

ことで、今、県のほうへそれなりの調整を早急にしていただきたいということで、図ってるとこで

ありまして、やはり当然市の負担、あるいは会社の負担、県の負担が詰まっていかないと、全体の

計画というのは了解できないというふうに思ってますので、もう少し時間をいただきたいと思って

ます。ただ、やっぱり３月中には結論を出したいということを会社、県でも言ってるわけですので、

しっかりそこら辺は早期に詰めなきゃならんというふうに感じを持ってまして、その方向で３市と

足並みをそろえて、県に要望してるところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

やはり同じく特別委員会で話がありましたけども、沿線３市は７億６,０００万円の出資につい
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てですけども、さらに計４０億円の補助の負担、このことについて、きのう、きょうの報道で、知

事は沿線市の負担分は、出資・補助とも並行在来線開業により得られる固定資産税の相当額で、確

認書の範囲内ということを報道されておりました。これに準じたことを県の説明会、この間の説明

会でも言われておりましたけれども、改めて伺いますが、これについて市は同じ考えというふうに

捉えていいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

県知事は従来から、やはりそれぞれのＪＲ資産、あるいは新幹線の資産に対する固定資産税が、

それぞれの自治体に入るので、それらを何とか活用しながら経営の改善を図るんではないかという

ような趣旨を言われて、これまできたというふうに認識をしております。ですが、やはりここまで

くれば、いろんな積み上げの結果として出資があったり、あるいはそれぞれ補助金を出すかという

ことを詰めていかなきゃならんと思ってますので、県知事の言ったことを、即、私らがそれに準じ

て対応できるかどうかというのは、もう少し時間を詰める中で、しっかりと応えていかなきゃなら

んと思ってます。 

ただ、出資のほうにつきましては、県が大幅に出すわけです、九十何％出すわけですので、３市

の中では当初の投資が大きいわけですので、ここら辺はやむなしかなというような考えは持ってお

りますが、ただ、やっぱり補助金等についてはもう少し中身が、先ほど言いましたように、しっか

りしたものが出ない限りは、即、返事ができないというのが今の状況であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

いずれにしても、じゃあ３月末までに、その辺のところを県、あるいは沿線３市と詰めていくと

いうことでしょうか。 

それで車両はディーゼルが１両で走行できる、経費も安いというふうにわかっておりますが、こ

の経費が安いという、電車とディーゼルではどれぐらい違うかとか、そういう試算というのをされ

ていたら、教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

一昨年あたりはディーゼル１両と、それから電車、要するに交直両用が要るわけですから、その

辺のあたりの試算では、ディーゼル１両と、それから電車にすると、貨物調整金等も含めて５０億

円ほどの収支の違いが出てくるという説明を受けておりますが、最近のその資料に基づいたものは、

今のところ出ておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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田中議員。 

○７番（田中立一君） 

石川、富山県は、ＪＲ西日本との資産譲渡の合意では、車両については現在使われている新型の

電車を、安く払い下げる方法をとっていますけれども、このことについての検討、あるいは考えと

いうものは、全然なかったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

会社、県では２３年度ぐらいのときから、先ほど言いました経費が安い形でのディーゼルという

形で進めておりましたので、その辺の車両譲渡について、西日本には電車をということは、なかな

か話してなかったというのはお聞きしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ディーゼル車に対して、やはり不安を抱く市民が結構多いというふうに感じておりますので、今

後もディーゼルでいかれるかと思うんですけれども、その辺の不安を取り除く努力というものを会

社あるいは県、市と取り組んでいただきたいなと思います。 

経営基本計画については行政報告で１日、きょうの市民説明会での意見を聞いたり、議会の意見

を聞いたりして、今月末までに決めていくというふうに話をされていましたけれども、その市民説

明会等で時間が足らなくて、まだいろんな意見が出てるという状況が、もし発生した場合は、今後、

市民説明会等、そういうのをまたやっていくということは考えられるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

会社としましては、先般、特別委員会、その後、きのうですか、商工会議所団体、きょうは一般

市民説明会ということで、それぞれ会を開いてやっとるわけですが、今、田中議員が言われますよ

うに、もっと多くあったり、新しい意見が出たりということであれば、会社のほうにそれなりのこ

とはお話をしていかなきゃならんと思ってますが、ある程度、話の中では、同じような繰り返しが、

実際はきてるのかなという感じで捉えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

もう１つ関心があるのは運賃についてでありまして、国の支援等のおかげで１.６倍を当初想定
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したものが、１.３倍以内に下げられるという、それでも経営が成り立つという見通しが立ったと

いう話は聞きますけれども、やはりこの辺で今利用する多くは高齢者や、あるいは通学、またそう

いった定期でありまして、それについての不安を感じる声が、よく最近また聞かれます。やはりそ

の辺のとこを配慮した形というものを、市としても考えていかなきゃいけないんじゃないかなと思

いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

並行在来線に当たりまして、当市のやっぱり市民の負担が少ないこと、あるいは利便性の確保等

が、最初からの大きな市の要望であったと思っています。先般、１.３倍未満の中で抑えたいとい

うことの話がありましたが、先ほども言ってましたように経営のスキームをしっかり求める中で、

やはり富山県、あるいは長野県が、かなり低く出てるわけですので、その動きの中で、しっかりと

市民要望の中での低くなる形で、今後とも努めてまいりたいと思っていますが、今の段階では

１.３倍というのは示されましたので、それ以下になるように、また県知事、あるいは３市で協議

の場を設けていただきたいということも含めまして、話をしとるとこでありますので、もう少し時

間をいただきたいというふうに思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

お願いします。 

新駅についてでありますけれども、先ほどの答弁で利用の見込み、あるいは費用対効果等を考え

てという答弁をいただきました。 

きのうの商工会議所の説明会で嶋津社長は、利用増が見込めるので会社としては押上に新駅をつ

くってほしいというコメントが載っております。このことについては、市の考えというのはいかが

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

本間副市長。 〔副市長 本間政一君登壇〕 

○副市長（本間政一君） 

きのうの商工会議所と会社の中での話では、確かに今議員の言われたことは言われたわけですが、

新駅についてはやっぱり糸魚川市としての交通体系がどうかということが主体になるんだろうと思

っています。市の考えをしっかりまとめなければ、まずそこから会社、あるいはこれだけのものを

整備をするとなれば莫大な金がかかるわけですので、県等にも話をしなきゃならんと思っています。

それを踏まえた中で、しっかりと方向を出したいということですので、今、即それぞれの高校、あ

るいは地区からの要望があったり、また、それ以外のところも前回の特別委員会の中でも話があっ

たわけですので、ここら辺はしっかり状況を踏まえたり、あるいは背景、あるいは今後の投資等も
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踏まえる中で、まとめていきたいというふうに考えておりますので、会社の考えとして、きのうは

社長が話をされたということですが、できればこの中で、市と協議をする中で決めたいというよう

なことが、一言コメントがあればよかったかなというふうには捉えておりまして、きょう会社の社

長が来ますので、そのことは一言言わなきゃならんということでの考えであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

わかりました。 

またそういったことも踏まえて、市の交通体系、あるいはいろんな費用、あるいは周辺の整備等

も、いろんなことを加味しなければいけないということも理解できますが、できるだけその辺のと

ころを早く考えていただいて、示していただけるようになることをお願いしたいなと思います。 

開業までに整備が必要な既存施設ということで、やはり気になるのがトンネル内のことなんです

けれども、先日も外波で剥落することがありましたけれども、それを受けて、いろんなトンネルの

点検整備されているかと思うんですけども、その辺の状況はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

これも先日２月２６日に、泉田県知事とＪＲ西日本の社長の間で、譲渡に関する面談ということ

で、その策が公表されておりますが、そういう中では鉄道施設の整備として、必要な既存鉄道施設

の整備を譲渡前に実施する。それから、トンネル区間の安全性向上のための対策工事を実施すると

いう項目が盛り込まれておりますので、そのとおり実現するものと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

安全対策というものについては、しっかりとお願いしたいなと思います。 

やはりトンネル内なんですけれども、トンネル内で何かあれば大惨事になるということがあるの

で、本当に慎重な対応が必要なんですけれども、例えば長大トンネルの中に固定電話等もあります。

こういったものの利用というものも、万一のときには想定されるのかもしれませんが、トンネル内

では携帯の電話が使用できないところが、ほとんどかと思いますけれども、こういったものの携帯

が利用できるような形というものは、考えられないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

先日の特別委員会の説明の中でも、今のＪＲが運行してる安全対策に加えて、会社独自が考えと
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る案も出されました。その中では携帯までは触れられてはおりませんでしたが、その辺がいいのか

悪いのかも含めて、その辺を１つの提案として話していくことも必要かと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

よろしくお願いします。 

最後に、中山間地域と農業でございますけれども、今、本当に原油高で農家は苦しい思いをして

いるとこですけど、先ほど県や市のほうでの補助があるということで、この辺の周知というのは、

どのようにされているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

今お話いただきましたペレットの活用につきましては、市内でペレットの製造工場が今建設をさ

れておりまして、今月の半ばごろには稼働が始まるというふうにお聞きしております。 

それらを有効活用していく中におきましても、ご提案いただいたような部分を農業に利用するの

は大変有効なことだと思ってます。ただ、まだ農家の皆さんへは、この補助制度等の周知は不足し

ているかなと思っておりますので、今後周知してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

森林再生とカーボンニュートラルエネルギー、そういったことによる森林吸収、ＣＯ２削減効果、

先ほどの経済的な面もあわせて、こういったことも期待できるわけでありますので、ぜひ利用しや

すいような拡充に力を入れていただくことをお願いして、私の一般質問を終わります。 

どうもありがとうございました。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、田中議員の質問が終わりました。 

次に、斉藤伸一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 〔２３番 斉藤伸一君登壇〕 

○２３番（斉藤伸一君） 

新政会の斉藤伸一です。 

私は平成７年４月に市会議員に当選し、行政のチェック機関としての議員活動を開始しました。

初めての定例議会は先輩議員より、まず状況を把握してはとのアドバイスにて、一般質問はお休み

しましたが、その後、５期１８年間において欠かさず一般質問を行ってきました。その間、私の質
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問においての意見や提言について、数多く行政より取り入れていただきましたことは、少しでも議

員としての責務を果たしたものと思っております。 

今回の一般質問は私として最後になりますが、答弁のほどよろしくお願い申し上げ、一般質問通

告書に基づき１回目の質問をいたします。 

１、救急救命体制について。 

(1) 当市における急病や一般負傷等の搬送を要する救急出動件数の年次的推移と、救急種別の

内容を伺います。 

(2) 救急出動件数のうち、明らかに不適切利用と思われる例はあるか。明らかに軽症であると

思われる傷病者数はどうか。また、本来の業務に支障をきたさないための周知の取り組みは

しているか伺います。 

(3) 山形市消防本部で、大学生からの救急車出動通報に対し、救急出動がなされなく死亡した

事例や、横浜市港北区において通報者と同姓の別人宅へ出動し、到着が遅れ死亡したという

事例があった。通信司令室の通報受信時においては、確実な状況判断及び専門知識による的

確な応答が求められるが、対応を伺います。 

２、体罰について。 

大阪市立桜宮高等学校で発生した、体罰が理由とみられる男子生徒の自殺事件は、全国に衝撃が

走りました。その後、日本トップクラスの柔道女子においても体罰問題が表面化し、体罰が社会問

題になっていることから、以下について伺います。 

(1) 当市における体罰に関する実態はどうか。 

(2) 今回の事件でクローズアップされた体罰について、教育委員会としては、市内の小中学校

にどのような対応及び指導を行ったか。 

３、都市交流について。 

糸魚川市は、１１市町村と都市交流を行っている。下記の交流の状況及び今後の交流推進の考え

を伺います。 

(1) 姉妹都市（長野県塩尻市）との交流。 

(2) 友好都市（北海道新ひだか町・岩手県葛巻町・長野県山形村・福井県大野市・兵庫県南あ

わじ市）との交流。 

(3) 知音都市（島根県浜田市・長野県長野市・長野県中野市）との交流。 

(4) 姉妹ジオパーク（香港）との交流。 

(5) 観光交流都市（長野県飯山市）との交流。 

４ 糸魚川駅周辺整備について。 

(1) 駅前商店街のアーケードの取り付けについて、どのような方向性か。 

(2) 空き店舗が増加しているなど、駅北商店街の活性化が求められている。新幹線開通が目前

に迫っていることから、商店街活性化についての取り組みを伺います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

斉藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、搬送人数は、平成２２年・１,９０８人、平成２３年・

１,９０６人、平成２４年・１,８７０人となっております。救急種別は、平成２４年の急病が

１,２１５人で、全体の６５％を占めており、一般負傷が３０３人で１６％、交通事故が１５４人

で９％、この３種で９０％を占めております。 

２点目につきましては、明らかに不適切利用と判断できる救急出動はありませんが、軽傷での搬

送人数は、平成２４年・１,０１１人で、全体の５４％となっております。救急車の利用方法につ

きましては、ホームページ及び「おしらせばん」などで周知いたしております。 

３点目につきましては、原則として救急隊を出動させて救急患者に接触し、病院への搬送につい

て判断いたしております。また、出動場所は、出動指令書の地図上に表記して確認できるシステム

となっております。 

２番目の体罰のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願

い申し上げます。 

３番目の１点目から３点目につきましては、市民間での訪問、受け入れ事業及びイベントでの物

産販売等を実施いたしており、特に塩尻市につきましては、姉妹都市提携に基づく災害時相互応援

協定を締結いたしております。 

いずれの都市交流も、市民レベルでの自主的な交流が活発となるよう普及啓発を図るとともに、

側面的な支援に努めてまいります。 

４点目につきましては、市内の中学３年生を香港へ派遣するとともに、スタッフの交流を行って

おります。今後、来訪者をふやす取り組みなど、香港ジオパークとの交流をさらに深めていきたい

と考えております。 

５点目につきましては、この１月に飯山市と観光交流都市協定を結び、相互交流と交流人口の増

加を図るため、両市が連携して活動いたしてまいります。 

４番目の１点目につきましては、今年１月に、組合からアーケード建設について全組合員の同意

を得たとの報告を受けており、市といたしましても新幹線開業までに、アーケードが建設できるよ

う支援をしてまいります。 

２点目につきましては、新幹線の開業を大きなチャンスと捉え、にぎわいづくりや各店舗の魅力

アップにさらに取り組んでいただくとともに、市も糸魚川商工会議所をはじめ関係機関と連携をい

たしまして、商店街のにぎわいづくりに支援をしてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

斉藤議員のご質問にお答えいたします。 

２番目の１点目につきましては、現在のところ体罰の事案はありません。 
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２点目につきましては、全小・中学校に文書による指導と、校長会においての口頭による体罰根

絶の指導を行っております。また現在、児童生徒、保護者、教職員への調査を行っているところで

あります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

救急業務は命にかかわることから、住民生活に必要不可欠なサービスとして定着しております。

また、住民のニーズは年々高まり、救急業務の高度化がより一層求められるようになってきました。

その一方、さまざまな問題も浮き彫りになってきております。 

そこで糸魚川市における救急業務の状況について伺うわけでありますが、全国では救急車の出動

件数は増加しておりますが、市長の答弁からしても、当糸魚川市は減少傾向にあります。これをぜ

ひ続けていただきたいと思うものであります。ただし、高齢化が進んでいる当市にとって、いつ増

加に転ずるかもしれず、一刻を争う事態で救急車が間に合うため、市民に救急車利用の周知が必要

と考えます。 

特に、糸魚川市における救急出動に占める軽傷者の割合は５４％と、全国平均の５０.４％を上

回っております。軽傷者については、できるだけ救急車の利用を控えていただく等の取り組みが、

必要と考えるわけでありますが、周知の強化をどのように行っているか、お聞きいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

高齢者につきましては、利用が多いということにつきましては、確かにご指摘のとおりだと思っ

ております。ただ、当市の場合には、やはり高齢者の方が多い傾向にございまして、それも高齢者

の方というのはちょっと熱を出しますと、家族の方でも病院へお連れするのが大変でございます。

そんなこともございまして、高齢者の方がやはり多くなるのは、やむを得ないのかなという面もご

ざいます。 

ただ、救急車の不適正利用ということについては、基本的には、これは我々が判断するのではな

くて、お医者様が運んだ結果として、それが不適正であったかどうかというのを判断されるのが当

然の話でございまして、我々とすれば、そういうものを含めて、やはりきちっとお医者さんのとこ

ろへ送り届けるということが使命だと思っております。 

それから、市民の皆さんへの不適正利用の周知につきましては、先日の医療フォーラムでも糸病

の院長先生がおっしゃっておられました。糸魚川市民は、不適正利用はあまりないんだということ

を明言されておられました。そうは言いましても、やはり重なって本当の重要な方のときに出動で

きないというケースも考えられると思いますので、ご指摘のとおり広報「おしらせばん」を使って、

今までも努めておりますが、ただ十分かといいますと、欠けている点もあると思いますので、その

点につきましても、努めてまいりたいというふうに考えております。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

糸魚川市のホームページ、確かに１１９番通報についてなど、細かなところまで一応載せている

わけなんですが、なかなか私からすると難しい。お年寄りが、まずホームページをどのように開く

かということ自身がわからないこともある。 

調べたところ平成２３年３月に、総務省の消防庁では、救急車利用マニュアルというものを発行

しておりました。これは本当にお年寄りもわかりやすいものでありますし、これをぜひ活用、利用

してはどうかと思うわけですが、いかがなものでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

その資料につきましては、私も見せていただきました。ご指摘のとおり大変わかりやすい資料と

なっておりますので、ご指摘のとおり、また活用させていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

それから、ちょっと調査してみたところ、群馬県の太田市では市民が病気やけがのとき、命や身

体を守る重要な役割を担っている救急業務について、そのコストを分析し、要は住民１人の救急業

務の負担は幾ら、また、救急車１回出動するについては、幾らかかっとるんだということをちゃん

と市民に周知をしている、こういうところもあるわけであり、実際に言葉だけではなく、こういう

数値によってわかりやすく市民の皆さんに、これだけかかってるんだよ、糸魚川市からの税金、こ

れだけ出とるんだよということも必要ではないかと私は思うわけであります。このことについての

考え方と、それから糸魚川市においては、救急車１回について幾ら税金がかかっているんか、この

２点について教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

お答えいたします。 

前段の部分は、消防費全体でおよそ１０億円ぐらい予算になっております。人口で割っていただ

きますと自動的に金額が出てくるわけでございまして、ご指摘のとおり実際にかかるコスト等につ

きましても、市民の皆さんに広報に努めるというのが我々の役目だというふうに思っております。 

それから糸魚川市の救急車１回出動すると、どれぐらいかかるかというお話でございますが、こ
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れにつきましては救急車の取得費、それから諸経費、それから人件費等を足して、２４年度ですと

２,０００回ほど出ております。そうしますと、１回当たり７万５,０００円程度の費用がかかると

いうことになっております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

山形大生の１１９番通報問題で、死亡は痛ましいものであります。通報による救急車出動の是非

については現在起訴中であり、触れるものではありませんが、１点だけお聞きしたいのは、糸魚川

市の場合はどうかということなんですが、山形市消防本部の場合は、通報段階で通信員が緊急度判

定の手順に従い、意識、呼吸など６項目の症状から総合的に緊急性を判定し、緊急が認められない

と判断した場合は、自家用車やタクシーなどを利用できるか確認し、病院を紹介するシステムだそ

うですが、市長答弁があったんですが、もう一度その糸魚川市の場合のことと、それから電話応対

による相手の症状が見えない中での、症状による緊急度判定はどのように行っているのか。要は、

１１９番対応マニュアルというものがあるのかどうかということで。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

当市の場合は、救急車の要請があった場合には、どんな場合でも現地に出動し、要求者と接触を

してから判断をするということが基本であります。１００％それを実施しております。その上で、

搬送する必要があるかないかと判断し、その後、対応しているという現状でございます。 

それから具体的に救急車の要請があったときに、判断マニュアルがあるかということですが、山

形市さんのようなトリアージといいましょうか、そういうことを基本的にはやっておりませんので、

緊急性を要するかどうかという判断は、具体的にそういうものはございませんが、ただ、要求者が

２階にいるとか、例えば接続する道路がないとか、いろんな場合には、やはり救急車だけでは対応

かできません。ポンプ隊といいまして、ポンプ車と救急車がセットで出動し、基本的には７人体制

で患者様をお運びするというような体制をとる場合もございますので、やはり傷病者がどのような

状態で要請をしているかというような対応については、その電話の中で十分なお聞き取りをさせて

いただく中で、適切な対応をさせていただくということを原則として進めております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

今回の山形市の問題、また横浜市の問題等があることから、再度、糸魚川市としても通信司令業

務に関する研修を再度行うべきと考えるが、いかがでしょうか。 
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例えば症状などから患者の状態を把握することや、１１９番の会話の仕方、また、医学専門員に

よる医学的な知識に関する講座の開催の件なんですが、どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

ご指摘の点については、本当に大切なことだというふうに認識をしております。そういう意味で、

よりお客様から聞く情報のレベル、内容分析についての職員のレベルをアップするということにつ

いては、大変重要なことだと思っております。 

最近の例でいいますと、能生のスキー場におきまして脳疾患、もしくは心臓疾患と思われる患者

様の要請がありました。当地域では非常に難しい状況というのがありまして、ドクターヘリを要請

して、先日、能生のスキー場に新大の先生から直接降り立っていただいて、診察をしていただき、

２０分にわたる応急処置をしていただいた後に、上越の中央病院にヘリで搬送したという例がござ

いました。そんなものも含めて、市民の命を守るためにトータル的に捉えて、やはり救急対応に努

めるべきだという認識で取り組んでおるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

私は糸魚川市の消防本部で救急対応の訓練を受けたことがありますが、そのとき１１９番通報の

やりとりの録音を聞かせていただきましたが、通報者は慌てふためいて大声を出し、パニックの状

態の中で、冷静に対応し、落ちつかせ、的確な情報を聞き出している通信員を尊敬しました。出前

講座や緊急訓練時に、そういう生の録音の声を聞かせたり、そういうことにより市民の救急業務に

対する意識の向上が図られるのではないかと思うわけですが、録音の利用についてはどうでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

小林消防長。 〔消防長 小林 強君登壇〕 

○消防長（小林 強君） 

ご提言につきましては、研修等で活用させていただきたいと思いますし、また、市民の皆さんに

つきましては、応急手当訓練などに非常に熱心に参加してきていただいておりまして、市民の皆様

も、その認識は高いというふうに考えているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

短い時間と電話のやりとりで、通信員が具体的な判定項目などに基づいて、最終的に判断する判

定を行うことは大変なことであります。そのためにも日ごろから鍛練を継続していただきたいこと
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を申し上げまして、次の質問に移らせていただきます。 

体罰についてであります。 

学校教育基本法第１１条では、校長及び教員は、教育上必要があると認めたときは、文部科学大

臣の定めるところにより学生、生徒及び児童に懲戒を加えることができる。ただし、体罰を加える

ことはできないと定めています。すなわち悪いことをした学生、生徒及び児童は、懲らしめてもよ

い。しかし身体を傷めることはしてはならぬということです。 

そしてもう１点は、平成１９年度、文部科学省通知の問題行動を起こす児童生徒に対する指導に

ついてでは、教員などが児童生徒に対して行った懲戒の行為が体罰に当たるかどうかは、当該児童

生徒の年齢、健康、心身の発達状況、当該行為が行われた場所及び時間的環境、懲戒の対応などの

諸条件を総合的に考え、個々の事案ごとに判断する必要があると定めております。私としては本当

に難しくて、わかりにくいわけであります。 

そして文部科学省による体罰の定義は、打つ、蹴るはもちろん体罰ですが、体罰の機械的定義は

できないとなっております。しっかりやれよと、拳で頭をこつんとやる愛情も体罰なのか。また、

受ける側の受け取り方によっても違ってくるのではないか。体罰と懲戒及び指導やしつけを含め、

教育長としての体罰についての見解を伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

非常に難しいご質問だなということを感じております。 

今、文部科学省が平成１９年２月５日に出した、問題行動を起こす児童生徒に対する指導につい

て、この通知の中での内容にも触れられておりますが、やはりただし書きも、体罰を加えることは

できないという、この言葉は非常に重いものだと思っております。 

殴る、蹴る、これはもう本当に体罰に当たるものでありますし、正座とか直立、これらも体に身

体的危害を加えるものであるということで、体罰に当たるものであると自分自身では考えておりま

すし、ただ、じゃあ全てが全て本当にそれでいいのか、それで教育が進めることできるのかという

ところが、非常に難しいところだなという思いがいたします。 

例えば文書の中にあった事柄の中には、放課後等教室に残留させる、ただし用便や何かに行かす

ことはきちんと認めなさいとか、そういうことも認められているし、食事時間を過ぎてもとめ置く

とか、それから授業中、教室内で起立させることとか、それから学習課題や清掃活動を、ほかの子

どもたちよりも少し多目に科すとか、こういうようなことは体罰とされないということであるんで

すが、ただ、先ほどから話の出ている児童生徒の年齢とか、健康とか、心身の発達状態から見てい

って、本当にそれでいいのかどうかということが、今度は子どもの育ち、一人一人によって違って

くるということで、判断は非常に難しいものだと思っています。 

一般的に私の考えだけを言わせていただくと、自分自身では体罰を行う指導によって学力が向上

したり、それから部活での好結果が得られたりということは、あり得ないと思っております。今現

在、一貫教育方針の中で、子どもたちに漢検の学習とか、それから英検の学習とか、それから海外

派遣への挑戦とかというようなことで、いろいろと子どもたちのやる気を引き出す工夫を行ってお
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ります。先生方にも、とにかく指導改善を求めますということで動いているわけですが、それらの

動きが子どもにいかにやる気を出すかということが、体罰以上の効果があるものだと思っておりま

す。体罰は、私はあってはならないと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

教師の側について伺いますが、体罰については教師の側に生徒の人権を尊重する意識の低さや、

その場の感情を抑制できない自制心、すなわちコントロールできないことが引き起こしているから

と、教師の力量不足で片づけるわけにはいかないわけであります。 

伺いたいことは、体罰は、今、教育長は言いましたけども、行ってはならないが、度を越した行

為、かつ口頭による指導にも従わない児童生徒に対する指導については、どのように行えばいいの。

また、教師の教育指導方法に関するバックアップとしては、どのように行えばいいのか伺いたいと

思います。 

○議長（古畑浩一君） 

教育委員会の皆様、もう少し答弁は簡潔にお願いをいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

学校にいる子どもたちですので、十人十色でいろんなことを考え、いろんなことをする、それが

大前提だろうというふうに思っています。ただし、集団行動で物事をやるわけですので、集団行動

の規律は守るということが、また大事な要素になろうかというふうに思います。 

そういった中で私たち教育委員会としては、教師の指導力を向上するための各種の研修会を行っ

て一人一人、子どもたちにしっかり向き合えるような力をつけてもらうというふうに、対応してま

いっております。そういう中で、子どもたちのやる気を引き出すんだという構えで、対応してまい

っております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

体罰というのは肉体的苦痛を与える懲戒ですが、心を傷つける言葉の暴力もあるわけであります。

教師による不用意な言葉、叱るのではなく、感情に支配された怒る言葉など、心を傷つける言葉の

暴力も防がなくてはならないと思います。こうした教師が発する言葉の重さについての指導を、ど

のように行っているのか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えいたします。 

確かに体を傷つけるという暴力だけではなくて、心を傷つけるという暴力もあろうかというふう

には思います。そういったことにつきましては、教師一人一人のまず自覚を高めること、子どもの

人権を尊重するという意識を高めること、そういったことを含めて、これも年間を通した年次計画

的な職員研修の中で実施しておりますし、学校でも、そういった指導を折々しているということで

あります。 

また、県、国からも時期に応じて、そういった指導も参っておりますので、それを踏襲していく

ということで対応してまいりたいというふうに思っております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

体罰については明確なものがない、教師の方々も戸惑いがあるのではないか。今ほど糸魚川市の

教育委員会としては、文書で校長から教師に指導していただく、また、調査を行っておるというこ

とでありますが、やはり体罰根絶のための全教職員に喚起を図り、部活動顧問に対しての会議も開

催をするなど、人権を尊重し、信頼関係に立つ教育の推進を図っていただきたい。即、実行に移し

ていただきたいと思うわけですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

今、議員がおっしゃるとおり、学校現場の市教職員も戸惑いがあろうかと思います。また、子ど

もたち、保護者、地域の皆様の中にも戸惑いがあろうかというふうには思っております。 

そういった中で、まず教師についてご提案いただきました。また、このことについては、非常に

大事なことというふうに受けとめております。今後、時期を見て、そういったような研修をぜひ行

っていきたいと、そんなふうに思います。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

糸魚川市の場合には、体罰については今認められないということでありますが、私から見ると、
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実際には目に見えない数があるのではないかということから、調査については十分慎重に行ってい

ただきたいことを申し上げまして、次に移りたいと思います。 

都市交流について。 

まず、都市交流協会の会員の数、及び会員の増減状況についてと、３地域、糸魚川地域・青海地

域・能生地域のそれぞれの会員数を伺います。なお、姉妹都市、友好都市、知音都市、それぞれが

都市交流協会として事業を行っているのか、あわせて伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

お答えいたします。 

都市交流協会は２４年度、総会が開かれておりますので、現在の会員数については個人で４２９、

賛助団体が１８団体であります。なお、地区別の内訳については、糸魚川が３６６名、能生が

１６名、青海が４７名というふうになっております。なお、毎年２０人から３０人の脱会者、並び

に新入会員というのがありまして、微増ではありますけど、ふえているのは若干でありますけど、

大体横並びで推移しているような状況であります。 

なお、都市交流協会は合併後、全部行動がまとまりまして、塩尻をはじめとする姉妹都市、それ

から新ひだか町をはじめとする友好都市、それから中野市をはじめとする知音都市ということで、

３団体の活動が市民活動とあわせまして、この交流協会が全体を事務局として私ども事業実施させ

ていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

それぞれ糸魚川市全体の会員増員の取り組みとして、まだまだアピールが不足しているのではな

いかと思うわけであります。例えば都市交流協会割引サービスという、優待制度があることを知ら

ない人が多い。これは市内の協力店が、会員証を提示するだけでサービスが受けられる制度で、ガ

ソリンや飲み屋、そば屋にラーメン屋及びすし店など多くの協力店があるわけであり、青海、能生

地域でもサービスが受けられるお店があるわけであります。また、スポーツや文化、市民活動団体

が交流する場合は、５万円の補助が受けられる制度がある。都市交流協会の周知の強化が必要では

ないかと思うわけですが、取り組みについて伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

斉藤議員お話のとおり、条件によっては受けられる有利な割引制度がたくさんあります。今お話

のとおり年２回、「都市交流協会だより」というのが多色刷りで、一昨年から少し刷新をしまして、

いろんな情報が載ってあります。あわせて年１回の総会のときには講話とか、ちょっと気になる情
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報というものをあわせて、できるだけ総会に参加していただくような工夫をさせてもらっておりま

す。 

特に、中野市のバラまつり見学とか、あるいは塩尻市との姉妹都市での市民号、こういう事業実

施については、かなりの会員の方が積極的に参加をされてます。お話のとおり、もう少し市内全体

に周知できるような啓発活動を、しっかりしていかなければいけないのかなというふうに思ってま

す。また、５万円を上限としますけど、スポーツ団体との交流活動もありますので、これらもあわ

せてさらに啓発をしっかりしていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

このたび飯山市と観光交流都市協定を結びました。そこでお聞きしたいんですが、姉妹都市の塩

尻市と、観光交流都市飯山市との違いはどうなのか。というのは塩尻市の場合も、観光については

締結のときにうたってるんですよね。要は、塩尻市と観光のつながり、また、飯山市の観光とのつ

ながり、この違いというのを教えていただきたい。 

それから飯山市の場合、この観光交流都市、飯山市の都市交流協会への参入はどうなるのか。ま

た、塩尻市と同様に、親善訪問市民号としても飯山市のほうに市民レベルの交流も行うのか、ここ

ら辺、お聞きいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

滝川交流観光課長。 〔交流観光課長 滝川一夫君登壇〕 

○交流観光課長（滝川一夫君） 

塩尻市との姉妹都市の関係は旧糸魚川の時代から、非常に関係者を含めまして長い歴史の中で、

姉妹都市として市と、あるいは市民レベルでの活動を展開してきたものです。それらはしっかり尊

重しなければいけないと思いますし、平成１７年には防災協定というのを、それぞれに結んでおり

ます。これらもあわせまして、市民レベルでの活動がずっと定着しております。 

飯山市のほうは、もともと能生地域のほうと海域の交流がありました。特に観光協会を起点とし

た、非常に民間レベルでの動きが底辺にあったというふうに考えております。その中ではプログラ

ムの充実でツアー客の一部を能生地域の海水浴場、並びに海域の体験として送り込んでいただいた

情勢もあります。 

そういう中から、先方は当市に対して、社団法人信州いいやま観光局のレベルで最初に話があり

ました。ですから、市と市が最終的には協定を結んでおりますけど、新幹線延伸に先立ちまして、

相互理解の中で共同にプロモーションを行って、それぞれの地域の持っていない部分を補完しなが

ら、観光の交流人口拡大に一役を担いたいというお互いの協定であります。 

そういう意味からは、少し意味合いに相違がそれぞれの地域であると思われますので、友好都市

のように、あるいは姉妹都市のように、それぞれの市がそこに介在して、お客様を少し交流させる

というよりも、民間レベルでの交流人口の拡大が、やはり飯山市のほうは基準になるのではないか

なというふうに思っております。 
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それぞれ持っている部分を磨くことも大事でしょうし、持っていない部分を補完し合ってプログ

ラムの強化、並びにお客様をしっかり誘導するということも大事であると思いますので、それぞれ

に特徴があります。やっぱりそれをしっかり生かしながら、個々に活用してまいりたいというふう

に考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

それと、この都市交流協会の中に、先ほど答弁があったんですが、姉妹都市、友好都市、知音都

市が入ってる。どうもまだまだ合併して新しい糸魚川市として今活動を開始して、都市交流協会と

して１つになってやってるわけですが、どうも友好都市、要は旧青海町、それから旧能生町が今ま

で継続をしてきた交流関係、それからその知音都市交流、これも旧糸魚川市だけで、青海地域、能

生地域の人と薄れている感じがするわけでありますが、今後、都市交流協会として、この能生地域、

青海地域、糸魚川地域、それぞれの交流のお互い新しい糸魚川市じゃないかということで、交流の

幅を広げるという取り組みについて伺いたいと思うんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘の点については、非常に私も感じる次第でございまして、なかなか広がりがないのも

現状であるわけでありまして、またちょっとそれを調べてみますと、塩尻市とは平成１７年の合併

後、再度、姉妹都市提携を結び直させていただきました。しかし、ほかの友好都市につきましては、

相手方の合併があって、なかなかそちらのほうも、まだしっかりとまとまらないというところがご

ざいます。そういう中で、今までのつながりを延長することで、この方向性を持っていきましょう

ということになっておるわけでありまして、その辺がやはり力の入らない１つの要因ではなかろう

かと思う次第であります。 

知音都市におきましては、少しこれは民間レベルでずっと進めてきた事業でございまして、しか

し、これも長きにわたってやってきたところでありますが、少し弱体といいましょうか、少し先細

りになっている状態であるということで、この都市交流協会のほうで統合して進められないかとい

うような形で、最近統合して入っておるわけでございまして、その後、まだ本当に一体となってい

ないのも実情であろうと思ってる次第であります。そのように、本当に三者三様の今流れになって

おるのも現実でございます。 

しかし、交流人口拡大を目指す中においては大変重要でございますので、少しでもやはりつなが

りのあるところはしっかりとつなげていきたいと思うわけでございまして、知音都市におきまして

も今、相馬御風生誕１３０年を迎えるわけでございますので、これもやはり少し若い人たちには、

ちょっとなじみが薄くなってきてるんじゃないかというとこで、若い人たちにもやはりこれから少

し広げていかなくちゃいけないという今感覚を持っております。しかしこれも今、長野市の知音都
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市の会長とは、そういう話ができておるんですが、他の２市とは、まだそこまではいってない状況

でございますので、そういったところを広げながら進めていきたいと思ってる次第でございます。 

香港とのジオパークでの交流、また飯山市の観光交流都市につきましては、今ほど課長が述べた

とおりございますので、そういった目的の中で進めさせていただいとるわけでございます。どうか

我々としましても、本当に広げていきたいわけでございますが、なかなか相手もいることでござい

ますので、こちらだけの思いも高くても、なかなか広がらないのも実情でございますので、ご理解

いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

都市交流について私が質問したのは、言いたかったのは、そこのとこなんです。この後で香港に

ついて質問しますが、まず、一番この項のまとめとしては、私としては、今、市長が言われたとお

り、やはり都市交流事業がマンネリ化、それから新しく糸魚川市としての都市交流協会としての位

置づけをどういうふうにもっていくか。この辺について糸魚川市としては、やはりしっかりとした

都市交流の指針というものを策定すべきだと思うわけであります。 

といいますのも、だんだんだんだん交流する都市がふえてくると私は思っておることから、この

指針、市長はこれからどうしようかということを考えてるということなんですが、新しく都市交流

についての指針、ジオパークについても、観光都市交流についてもこの指針を策定し、推進すべき

だと思うわけですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

一くくりに、交流・友好都市という形になっとるわけでございますが、その中でも、やはり大き

なきずながあるわけであります。そのきずなを今ほど議員ご指摘のように、はっきりとした目的を

もう一度明確にして、再度検討しなくちゃいけないんだろうと思ってる次第でございまして、合併

当時、そのような形でスタートし、それもはや、もう８年過ぎてるわけでございますので、やはり

そういったところも再確認しなくちゃいけないんだろう。そしてお互いに、どういう形で進めるか

というのを、もう１回考え直す１つのきっかけでないかと思っている次第でございます。 

私といたしましては、やはりこの３．１１、東日本大震災のときに、また再度、再確認されたよ

うに、きずなというのは大切でございます。どちらかというと、近いとこのほうが行き来がよくで

きるので、非常に強くしてきたわけでございますが、しかし、このような大災害があったときには、

少し離れたところのほうが、非常にまた支え合える部分があろうかと思うわけでございますので、

そういったところをしっかりと、もう一度お互いに再確認をさせていただきながら、また新たな

１つの目的というものを見出せれば、そういうので展開を図りたいと思ってる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

では戻りますが、前にも聞いたんですが、ジオパークの関係、香港と今交流を姉妹ジオパークと

して提携してるわけですが、ジオパークの再認定、糸魚川市がなった。それから国のほうも、聞く

ところによると、ジオパークについて大分前向きな姿勢が見られるようになってきたということに

なると、香港だけではなく世界のジオパークの国からオファーが、これから出てくるのではないか

と思うわけであります。 

今、中学生が香港に行ってるという、交流を結んでるわけですが、まずは国際のジオパークの交

流についての考えと、今後、オファーがあったときの糸魚川市としての交流の提携について、どの

ように行うか、考え方を聞かせていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

香港ジオパークにつきましてはジオパークの理念、保護・保全・教育、そして地域振興、バラン

スが物すごく整っております。他のジオパークについては、これは世界なんですが、そう多くはな

かなか知り得ないわけでありますが、なかなかそれが見えない部分があるわけであります。 

そのような中で、香港のほうから声をかけていただきました。そのときに我々が国際会議に行く

中で知り得てる情報の中で、これは非常にお互いにためになるなという形で結ばさせていただきま

した。また、向こうも糸魚川というのは、日本の中でも選んできたということで、非常にそういっ

た意味ではいい関係で今結ばれているわけであります。 

ほかのところも来ておるわけでありますが、しかし中身を見ますと、まだそこまで達してないと

ころがある部分があります。我々といたしましては、全てということではございませんが、ただ、

ジオパークという中においては全国、または世界もジオパークという仲間は、そこでつながるわけ

でありますが、さらにそれより深く結ぶということになれば、何でもというわけにはいかないなと

思ってる次第でございまして、我々糸魚川市にもためになり、また相手にもまたプラスになるとい

うものがなければだめだろうという中で、考えさせていただくわけでございまして、基本的にはそ

のような中で、取り組んでいきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

都市交流につきましては、今後ふえる可能性があるということから、再度、見直しを十分行いま

して、考え方をしっかりして、再都市交流に向けて頑張っていただきたいと思います。 

それでは、４番目の糸魚川駅周辺整備についてに移ります。 

糸魚川駅前銀座商店街振興組合は、何回かの話し合いの結果、組合員全員の承諾を得て、この
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２月２６日の総会において、アーケード再構築のため建設実行委員会の設立及び組織の強化を打ち

出し、承認を受けております。駅前銀座商店街の並々ならぬ決意と意気込みを感じております。 

ただし、意気込みだけでは新幹線開通を生かした駅前商店街の活性化をなし遂げられるものでは

ありません。糸魚川市として、今、市長のほうからは、支援を行っていくという答弁をいただいて

おりますが、補助を含めアーケードの再構築による活性化についてのバックアップについて、もう

少し具体的に教えていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

今、議員からお話がありましたように、振興組合のほうにおきましては１月１１日の日に市のほ

うにおいでいただきまして、アーケードの再構築、それから地域商店街活性化法に基づく活性化計

画の申請をし、認定をとるということ。それから３点目は、実施設計にはいるという、この３点に

ついて、全組合員から合意を得たという報告をいただいたところでございます。 

市のほうといたしましても、今までいろいろとお話をお聞きしてきておりましたけども、ここで

組合員全員が一丸となって取り組んでいただけるという意気込みを感じておりますし、本当に役員

の皆さんにはご苦労であったと思いますし、敬意を表したいところでございます。 

今後につきましては、今年度、組合のほうが実施設計に取り組みますので、そこに対する財政的

な支援、また、２５年度中におきましては、地域商店街活性化法の申請を受けるべく、ソフト事業

も含めて計画を練り上げるというお話もお聞きしております。その部分につきましては、市と商工

会議所も含めまして、一緒になって計画の策定をご支援申し上げていきたいというふうに考えてお

ります。 

その後、２６年度にはアーケードの建設に入りたいということでございますので、アーケードの

建設の費用につきましては、まだ具体的な数字は出てきておりませんけども、市のほうといたしま

しては、今まで総合計画の実施計画の段階におきましては１億円の補助をということで、実施計画

上は検討させてもらっておるところでございます。今後も市と会議所と一緒になりまして、アーケ

ードの再構築、それから駅前銀座商店街のにぎわいづくりに、ご支援申し上げていきたいという考

えであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

駅北商店街は、押上、寺町を抜かし駅前銀座商店街、本町通り商店街、広小路商店街、白馬通り

商工発展会、中央通り協和会の５つの商店街があるわけですが、アーケードの再構築による駅前銀

座商店街振興組合だけの問題だけでなく、やはり広域商店街としての活性化、取り組みが必要と考

えるわけであります。建設産業常任委員会の中でも、一部報告があったようでありますが、今後、

広域商店街としての取り組みを、どのように考えているのか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

通称、私どもロの字の商店街と言っておりますけども、今、議員がお話になりました５つの振興

組合がございます。今まで長年にわたりまして、いろんなイベントに取り組んでいただいてきてお

りますが、なかなか集客につながっていないという部分も感じておるところでございますし、また、

高齢化、後継者不足によるお店を閉じたというふうなこともあるわけでございます。しかしながら、

新幹線の開業を捉えて駅北のにぎわいづくり、また、各個店の魅力アップを、さらに取り組んでも

らうというふうな動きが、大変必要になると思ってます。 

駅北へのにぎわいづくりにつきましては、先ほど申し上げました駅前銀座商店街の皆さんの決意

を受けまして、今後、駅北の広域の商店街の皆さんとも、にぎわいづくりをどのように進めていく

かというところを、先般も一度会議をもたせてもらったところでございます。今後、広域を挙げて、

駅北のにぎわいづくりに意見交換をしながら、創出に取り組んでまいりたいというふうに考えてお

るところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

まだ決定ではありませんが、従前のアーケードの４.５メートルから約３メートルに縮小の予定

であり、県道糸魚川停車場線でのイベントを含め、さまざまな活性化の取り組みが考えられるわけ

であります。駅前銀座商店街だけの問題ではなく、市としても新幹線開通を生かした、アーケード

も含めた駅北のにぎわいも含めた中でのこの計画の策定、今後の方向性を決める必要があるのでは

ないかと思うわけでありますが、この考えについてはいかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘のとおり、確かに今そこの場所につきましては、駅前銀座商店街振興組合の皆様方が、

今まとめていただいておるわけでございますが、しかし、北陸新幹線の糸魚川駅としては非常に重

要な位置でもあるわけでありますし、また、それを介して他の商店街にも波及する大事なところで

あると思ってますし、我々といたしましても、やはりそれに対して、今、地元の方々は３部会を立

ち上げて、その課題について取り組むと言われてるわけでございまして、そういったところにもや

はり情報の連携をさせていただきながら、また今言いましたように他に波及するようなことを、そ

の中に織り込んでいただきながら、一体感をもって連携をとっていきたいと思ってる次第でありま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 
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斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

空き店舗について伺います。 

駅北商店街は、ロの字について空き店舗が多くなっていることは見た目でわかるわけであり、シ

ャッターが閉まっていることで見えるわけでありますが、ただ空き店舗が多くなっているというこ

とでは、いささかやっぱり至らぬところがある。実際に数値的に、その空き店舗の数というものは

どれだけになっているのか、数値的に教えていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

５つの商店街組合の１０年前と現在との営業店でご報告申し上げますと、１０年前１８７店ござ

いました。今現在では１５１店になっておりますことから、その差の３０強につきましては、お店

を閉じて、空き店舗になっているという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

それでは今まで市として、空き店舗のこの状況についての取り組みというのは、どのようなこと

をやってきたのか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

３年ほど前までは、糸魚川の商工会議所が空き店舗を確保し、そこに創業の皆さんをお勧めする

ということで取り組んでまいりましたけども、なかなかそのお店に集まっていただけるということ

が見えないという状況になってきましたので、昨年からはビジネスチャレンジ創業支援事業という

ものを立ち上げまして、空き店舗を利用して創業しようとする個人の皆様に家賃の補助でありまし

たりとか、お店の改修費でありましたりとかいう部分の支援事業を取り組んでおるところでござい

ます。 

ちなみに駅前さんでは１店舗、その事業を利用して創業を開始され、この土日には非常にお客で

にぎわってるという状況もお聞きしてるところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

３３あるうちの１店舗、私としてはもっと力を入れれば、違うんではないかと思うわけでありま

す。 
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個人的な話になるが、議長とも車の中で話していたんですが、例えば飯山市、これから観光都市

交流を深めるわけですが、飯山市に限らず長野県からの観光物産や、長野県の食べ物、店舗、食べ

物屋とか、そういうところにも視野を広げて、角度を広げて、ぜひ糸魚川に店舗を出してどうかと

いう取り組みについては、いかがなものなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

駅前銀座商店街の皆様は、これから地域活性化計画を樹立をされていくわけでございますけども、

少しその中でも市のほうも意見交換の仲間に入れさせてもらっております。 

その１つに、やはり今、議員お話のありましたように、空き店舗を活用していくという話が出て

おるわけでございまして、これからどんどん利活用についての意見交換をしながら進めていきたい

と思っております。 

また、先ほど田原議員の一般質問の中にもございましたけども、私も霜降商店街のほうへ行かせ

ていただきました。その中で１つ目につきましたのは、空き店舗を使って地域のコミュニティ、人

の集まる場所にすると。そんな利用もございましたし、２日、３日、あるいは１カ月の短期間を、

地方の方に空き店舗を貸して物販をするというふうな実態も聞かせていただいてきたわけでありま

すので、そのようなことも含めて活用を進めてまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

２月４日の日に、新幹線・港湾対策特別委員会で東京糸魚川会の人たちと懇談会をやったときに、

東京糸魚川会の方々から、糸魚川市の駅前においしいお魚を食べさせる店が少ない。ぜひそういう

おいしい食べ物を出す店を出していただきたいという要望が数多くありました。 

今ほど斉藤課長は１店舗、今ある、にぎわいがある。にぎわいづくり創出計画で、今後、取り組

みをやっていくということもあるわけですが、できるだけ糸魚川のおいしいお魚を食べさせるとこ

ろも、空き店舗を活用していただくことによって、にぎわいが多くなるんではないかと思うわけで

すが、糸魚川市の商店の方々に取り組みのお願い、商工会議所関係なんですが、そこら辺の強化に

ついて伺いたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に地元の特産、地元の特筆する農産、または魚を提供しておいでいただくということは、本

当に我々も理想でありますし、望んでいきたいわけでございますが、今までなかったかというと、

今まであったところがなくなったという状況を考えますと、本当に大変な状況であることは理解で
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きるわけでございますので、そういったところを、どうしても我々は地元の産物をやはり提供する

こと、またそして食していただいて、楽しんでいただくことが大事でございますので、それからは

絶対に外れられないと思うんですが、その辺を皆さんと共有しながら、どうすれば今言ったような

要望に応えられるか、努力していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

ある人から、新幹線駅舎が完成すれば、自由通路も含めて北口、南口という名称になると思うわ

けですが、そうではなくて、そんなありきたりの名称ではなく、日本海側、アルプス側としたらど

うかという提言をいただきました。確かに名称によりイメージかがらりと変化することから、検討

の余地もあると思いましたが。 

そこで１つ、これはちょっと小さなことだと思うわけですがお聞きしたいんですが、市道仲町線、

すなわち黒姫と花屋の間、今現在は、仮称みいちゃん通りとなっているわけですが、仮称であり、

その後どういうふうになるのか。せっかくあの通りに道路を整備していただき、これから新幹線が

開通することにより、またアーケードが建設することにより、にぎわいが出てくるわけであり、名

称を決めてはどうかと思うわけですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

若干そのときの道路づくりに携わった者としてお答えさせていただきますが、今の正式の市道名

は市道仲町通り線でございます。そういう中でバリアフリーとか、それから下水路をふさいで、人

がにぎわいやすい道づくりというのを、そのときのまちづくり実行委員会を立ち上げた方と相談し

て、今の道を整備させてもらいました。 

そのときに名前として、（仮称）みいちゃん通りという話もございましたが、これは例えば「春

よこい」の中では、かわいらしいみいちゃんですが、例えばミーハーのときに、そのみいちゃんは

どうなのかというような意見もございまして、正直、私どもが押しつけて決めるのではなくて、ま

ちづくりの方でお決めになってはという話はしたんですけど、今に至るまで決定しないというのが、

そういう状況でございます。 

○議長（古畑浩一君） 

課長、アルプス口とか、ああいうのは前に決めたんでしょう。そこを聞いてるんじゃないですか、

提案してるの。南口、北口じゃなくて、もともと日本海口だとかアルプス口だとかにするって、ず

っと検討してきたでしょう。それを答えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 



 

－ 136 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

失礼しました。 

その前段のほうですが、基本的には駅のデザイン、それから新幹線のデザインのときも、北側は

日本海側、それから南側はアルプスという形で、そういうコンセプトで機構のほうにもお願いして

おります。この辺は今、自由通路のサイネージの中で、どういう名前、南口・北口という名前と、

それにあわせてアルプス・日本海側をつけるかというのは、今検討してるところでございます。 

○議長（古畑浩一君） 

金子課長、あなたは何回も北口を日本海側、日本海側と言ってるけど、日本海「口」じゃないの、

「側」なの。そこいいの、ちゃんと答弁してください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

失礼しました。 

北口は日本海口、それから南側はアルプス口ということで検討を進めてまいったわけですけど、

そのサイネージの際に、その辺をどうあらわすかというのは、今検討しとるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤議員。 

○２３番（斉藤伸一君） 

終わりに。議会と行政は両輪の輪であります。それぞれ議員の考えは違いますが、行政側と一般

質問や委員会で議論を闘わせることにより、最終的には、一番糸魚川市のために何が得策かを決定

しなければなりません。 

この４月から、議員数が２０名になるわけですが、議員の資質向上により一般質問にて行政側と

論議し、すばらしい糸魚川市に向かうことをご祈念申し上げまして、私としての一般質問を、これ

にて終わりにさせていただきます。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、斉藤議員の質問が終了いたしました。 

暫時休憩とし、再開を３時５分といたします。 

 

〈午後２時５０分 休憩〉 

 

〈午後３時０５分 開議〉 

 

○議長（古畑浩一君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

引き続き一般質問を行います。 

次に、保坂 悟議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 〔２番 保坂 悟君登壇〕 

○２番（保坂 悟君） 

公明党の保坂 悟でございます。 

発言通告書に基づき１回目の質問を行います。 

１ 子育て支援について。 

(1) 昨年１２月議会で質問した子どもインフルエンザ接種費助成の検討結果についてどうか。 

(2) 保育園の入園について。 

① 入園許可されなかった方より、様々な声を頂いております。今後、入園希望者に対する

入園資格の周知を丁寧にすべきと考えますがどうか。 

② 求職中の保護者や家族の身体の状態等を調査した上で、入園基準の緩和が時代のニーズ

と思いますがどうか。 

(3) 保育園等の施設周辺の横断歩道などの安全対策はどうか。 

(4) 昨年実施した学童保育のアンケート結果による改善点はどうか。 

(5) 子育てマークの再普及の予定はどうか。 

２ 障がい者・要介護者を含む高齢者対策について。 

(1) 通院や買い物の外出支援について。 

① デマンド乗合タクシーの実施エリアの拡大はどうか。 

② 住居付近にスーパー等がない場合の支援はどうか。 

(2) 常会役員や組長によるおしらせばんや広報の配布、募金等の集金について、高齢者世帯が

多いところへの支援はどうか。 

(3) 高齢者世帯の除雪支援について支援対象者の把握方法はどうか。 

(4) グループホーム等の高齢者住居の施設点検についてはどうか。 

(5) 高齢者世帯の増加が見込まれる当市にとって、今後は公民館等を中心に金融機関、食品や

雑貨の商店、行政窓口などを集中させたよろずやセンターをつくるべきと考えますが、今か

ら研究調査をすべきと思いますがどうか。 

３ 安心安全なまちづくりについて。 

(1) 見通しの悪い交差点やＴ字路の交通安全対策について。 

① 代表例として筒石地区の坂中屋旅館前の国道への出口について、対応が必要と思います

がどうか。 

② 計画的にカーブミラーの設置を行っていますが、危険なところには積極的に設置数を増

やすべきと考えますがどうか。 

(2) 不審者対策について。 

① 安心メールの不審者情報の迅速化はどうか。 

② 女子中学生において、安全のために徒歩通学より自転車通学を希望する声があります。

少しでも安全性が高まるのであれば、通学距離に関係なく導入してはどうか。 

③ 女子中高生に防犯ブザーの携帯を積極的に推進してはどうか。 

(3) 昨年の豪雪を踏まえて冬季間の通学路点検を行うべきと思うがどうか。また、緊急車両の
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通行確保はどうか。 

４ 私が考える重要課題について３期目を目指す市長の見解を求めます。 

(1) 高齢社会を見据えたごみ処理のあり方を研究すべきと考えますが、市長が理想とするごみ

処理はどのようなものか。 

(2) 世界ジオパーク認定後の効果について、何がどう変わるのか今一度市民説明が必要と考え

ます。市長が目指す世界ジオパークの完成した姿とはどのようなものか。 

(3) 世界ジオパークばかりでなく、観光・スポーツ・文化・釣りなどあらゆる分野で交流人口

拡大を図り、外貨稼ぎを積極的に行うべきと考えます。そこで、自治体間競争に勝つための

具体的な取り組みはどうか。 

(4) 当市のエネルギー施策として、太陽光発電と木質ペレットストーブ・ボイラーの普及計画

を策定すべきと思いますが市長の考えはどうか。 

(5) 医師修学資金貸与制度や看護師確保策の提案を実行していただきましたことに心から感謝

しております。そこで、その成果についての評価はどうか。 

以上で１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

保坂 悟議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の子育て支援のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

２番目の１点目の１つ目につきましては、道路輸送の公共交通は、原則、路線バスで当たります

が、それを補完するために乗合タクシーやコミュニティバスを、エリアを定めて１週間に１日運行

いたしております。今のところ経費面や利用状況から、エリア拡大の予定はありません。 

２つ目につきましては、地域ごとで商店や移動販売などの状況に違いがあり、それぞれの地域に

よってどのような支援がよいのか、現在検討を進めております。 

２点目につきましては、自治会等の役員は、それぞれの自治会で選任いただくことを基本といた

しております。高齢化等により役員のなり手がない場合は、ご相談に応じてまいります。 

３点目につきましては、民生委員の協力を得て把握を行っております。また、広報等でも制度の

周知を行い、本人や家族からの申請により把握も行っております。 

４点目につきましては、先日のグループホームでの火災を受け、各施設には防火安全体制の徹底

と点検を依頼いたしております。また、今月５日から８日にかけ職員がこれらの施設を訪問し、現

地での点検を予定いたしております。 

５点目につきましては、公民館制度の見直しにより、地区公民館はコミュニティや地域づくり活

動などの役割を担う拠点施設でもありますことから、地域ごとの課題を整理し、どのような取り組

みが必要であるか、調査研究を進めてまいります。 

また、郵便局においても地域社会貢献として、買い物支援サービスや高齢者の見守りサービスな

どの取り組みを検討しており、それらの取り組みとの連携についても検討してまいります。 
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３番目の１点目につきましては、自治会や交通安全協会など地域からの要望をお受けする中で、

警察をはじめ道路管理者と現地確認を行い、カーブミラー設置などの交通安全対策に取り組んでお

ります。 

２点目の１つ目につきましては、警察からの不審者情報が入り次第、メール配信を行っておりま

す。 

２つ目につきましては、自転車通学の距離の緩和により交通事故が増加する懸念もありますこと

から、導入には課題があると考えております。 

３つ目につきましては、小・中学校には防犯ブザーを配布しておりますが、高校生への配布は今

のところ考えておりません。 

３点目につきましては、危険箇所の早期発見と対応のため各学校や地域の協力を得ながら、道路

管理者など関係機関と連携をいたしまして、安全確保に努めております。 

また、緊急車両につきましては、除雪業者の協力により応援体制をとり、通行確保に努めており

ます。 

４番目の１点目につきましては、資源の有効利用と環境に与える影響が少ないまちとなるよう、

まずはごみの減量を図っていくことが必要だろうと思っております。そのためには市民と事業者、

そして行政の協働により、循環型社会に対応した分別と適正な処理、処分を推進していくことが、

ごみ処理のあり方の理想と考えております。 

２点目につきましては、市民がふるさとに誇りと愛着を持ち、魅力ある糸魚川市になるとともに、

それぞれのジオパークと交流が盛んになり、糸魚川市が活性化することが目指すべき姿であると考

えております。 

３点目につきましては、ジオパークは広く多様性があり、当市ならではの自然資源、人文資源や

食などを活用することにより、交流人口の拡大が図られるものと考えております。 

４点目につきましては、２５年度に策定するエネルギービジョンの中で検討していきたいと考え

ております。 

５点目につきましては、医師は現在１人、看護師は本年度８人が糸魚川総合病院に勤務するなど、

成果があらわれているものと思っております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

竹田教育長。 〔教育長 竹田正光君登壇〕 

○教育長（竹田正光君） 

保坂 悟議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、来年度も引き続き今年度と同様に、１３歳未満の子どもを対象

に、半額助成をしてまいります。 

２点目につきましては、現行の入園基準により対応してまいりますが、入園希望者には入園資格

をわかりやすく周知するよう努めてまいります。 

３点目につきましては、安全対策を含めた施設周辺の状況を把握し、対策を講じておりますが、
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さらに保護者会からの要望をいただく中で、対応してまいります。 

４点目につきましては、利用料金の口座振替の実施、指導員資質向上のための研修会やマニュア

ルの作成等に取り組んでいるところであり、開設時間の延長につきましては、今後の検討課題であ

ります。 

５点目につきましては、県のおもいやり駐車場制度の取り組みと連携しながら、普及を図ってま

いります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

それでは最初から１番の子どもインフルエンザからお伺いします。 

新年度予算では８２９万円を計上していますが、対象者は今ほど言ったように１３歳までの半額

助成ということでありますが、平成２２年度、２３年度の１歳から１８歳までの対象は、全国的に

見てもすばらしい取り組みと評価しておりました。前回１２月議会ですかね、新年度には、社会情

勢を見て対応すると回答しておりましたが、この予防をしていくという意味では、社会情勢という

のはなじまないと思うんですが、今後これを恒久化した制度として取り組むべきだと思うんですが、

その辺の考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えいたします。 

来年度のインフルエンザの予防接種につきましては、医師会に相談をさせていただきました。そ

の中で医師会のほうより、やはり１３歳未満の子どもたちの重篤化を防ぐことが最も大事だという

ことと、負担軽減ということも大事であるというご意見をいただいております。こども課といたし

ましても同様に考えるものであり、継続をしていきたいということでございます。 

恒久化ということにつきましては、子どもの健康を第一に考えるところでございますが、来年度

の実施ということで考えてまいっておるところであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

確認させてください。今、継続という言葉を使っていただいたんですが、毎年毎年、検討して決

めるというやり方なのか、もうずっと今の１３歳未満の対応でずっと続けていくということなのか、

そこだけはっきりさせてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

その年々の状況もあろうかと思いますので、医師会等ともまた相談、検討させていただきながら、

子どもの健康を第一に考えてまいりたいというふうに考えます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今シーズンといいますか、ことしに関しては秋の時点で、医師会の要請によって１回当たり

１,５００円の助成をしたことによって、糸魚川市においては比較的インフルエンザの拡大には予

防ができたんじゃないかなと私は思っておるんですが、何せその年によってインフルエンザの拡大

の仕方が違うもんですから、そういった意味でも、やはり予防強化ということで、ぜひ積極的に取

り組んでいただきたいと思いますし、あくまでも、何遍も言いますが、先進地的な取り組みなので、

自信を持ってやっていただきたいと思います。 

続きまして、保育園の入園についてであります。 

利用希望者にとって、入園資格の認識は薄いことを前提に、今後周知を行っていただきたいと思

いますし、人によっては保育園は無条件で入園できると思われています。周知方法についてですが、

保育に欠ける状態をパターン化して説明する必要があります。同居祖父母の年齢と就労状況、自営

業で家族が社員化されてない状況、また、同居家族の病気や障害の程度など身体的状況など、これ

らのように入園希望の申請の際に、家庭状況をできるだけ詳しく書いていただくか、聞き取りをぜ

ひ行っていただきたいと思いますが、その辺の改善方法としていかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

確かに議員がおっしゃられるような、受けとめる側にしてみると、ややわかりにくいという表記

もあろうかというふうには思っておりますので、今後できるだけわかりやすい表記となるように考

えて、対応してまいりたいというふうに思っております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

利用者にしてみれば、当然入れるであろうと思って希望を出したときに、入れませんという通知

が来ると、かなりショックを受けて動揺されてるケースが多いです。そういうふうにならないよう
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な対応を、ぜひお願いいたします。 

あとちょっと具体的な項目になりますが、入園の希望提出時に無職であると入園資格というのは

発生しないと思うんですが、入園前までに就職の見込みがあれば、入園できるという形でよろしい

のか、その辺、確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

就職が決まれば入園を認めるというところでありますが、求職中であるということであれば、入

園を受け付けるという状況になっております。求職中で入園を受け付けた後、就職が決まれば入園

をしていただくということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そこでのタイミングなんですね。１１月の時点で求職中で、例えば１月に採用になった、２月に

採用になった３月に採用になった。でも通知はたしか１月か何かに来るのかな、許可の通知が来る

と思うんです。その辺をやっぱりはっきりしておかないと、そこも誤解を与えると思うんですが、

その辺、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

１月に一度、入園の案内をさせていただくわけですが、その後、今のような入園の条件が整えば

入園を受け付けておりますので、その時点で入園を許可していくというふうにしてまいっておりま

す。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ちょっと今わかりにくい回答だったんですが、決まれば入園できると。逆に今度は入園前に就職

が決まらない場合についての対応としては、制度的には一時保育を使うということになるかと思う

んですが、それに関して言うと、あくまでも求職活動をしてるという場合であれば、明らかにそう

いうのがわかれば、受け入れ期間とか、料金とかの軽減が必要ではないかというふうに思うんです

が、その辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

これまでも求職中については、一時保育を利用していただきました。週３回の利用になっており

ます。当面、今の状況を維持してまいりたいと、そんなふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今の一時保育ですと、長期にわたって利用するとなると、ちょっと高いのかなという気もします

ので、先ほども言いましたように、明らかに求職中であるというのが見てとれる場合には、多少の

軽減措置というのもぜひ検討いただきたいと思いますので、要望しておきます。 

次にいきます。今度は（３）になります。 

代表例として聞いていただきたいんですが、私の地元の大野保育園のように駐車場と園舎が道路

を隔ててある場合に、子どもを連れて歩くとき、特にお昼寝用の布団を運ぶときなどは非常に危険

になります。道路の色をかえるとか、大き目の標識を設置するとか少し工夫をしていただいて、車

とかバイクに乗る方にもうちょっとアピールできるような、そういう手だてが必要かなと思うんで

すが、その辺の考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

園の安全につきましては、園の保護者会のほうからもご意見をいただいたり、要望いただいてい

るところであります。そういったものについては、できるだけ可能な範囲で対応してまいりたいと

いうふうに考えております。 

今ほどの子どもがいますよという道路の看板ですとか、路面への表示等については、できるだけ

対応してまいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

それで、また同じ保育園なんですけど、大野保育園ばかりではないんですが、各保育園、幼稚園

の周辺道路で、やはり時と場合によっては、皆さんお仕事を急がれてたりとか、あと若い方は、ち

ょっとスピードの出る車とかに乗っておられると、少しスピードを出したまま走ってしまうケース
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があるかと思うんですね。そうした場合に、もし保護者から要望とかがあったときには、防犯用の

カメラを設置して、少し抑止力を働かせるとか、そういった取り組みをぜひやっていただきたいと

思うんですが、その辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

確かに今、議員がおっしゃられるような要望もございます。どういった方法がいいのか、また検

討しながら、子どもたちの、また保護者の安全確保をしてまいりたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

どういった方法と言われてしまいましたけど、一応提案してるんですから、それを検討していた

だきたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

次、（４）番にいきます。 

昨年実施しました学童保育の実施アンケート調査の結果を見せていただきました。利用者の本音

がわかる詳しい内容であり、透明性のあるすばらしい結果公表として評価させていただきます。 

現場の指導員をはじめ市の職員と保護者、また、第三者に広く知っていただく内容であったとい

うことで、今後、保育サービスがおのずと向上するというふうに確信しております。 

先ほどもちょっとご回答いただいたんですが、もう少し具体的に今後の糸魚川市の学童保育とし

て、今言ったマニュアルの内容であったりとか、納付のことだとか、もう少し詳しく担当のほうか

らお答えいただければと思います。こういうことを改善していくんだということを、再度お願いい

たします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

指導員の資質向上というものが、まず第１になろうかなというふうに思っておりますが、そうい

ったものについてはリーダー会議とか、または救命講習会、または指導員の研修会等で指導力を向

上していきたいというふうに思います。 

また、マニュアルの作成なんでございますが、多様な子どもたちがおります。その多様な子ども

たち、また個のニーズに応じるような場合に、どういうふうに対応したらいいかという基本的な事

柄をマニュアルの中に入れていくというようなことを、１例でございますが、考えて今作成を進め

ているというところでございます。 

あと保護者のほうからのことでありますが、開設時間を延長してもらいたいという希望もござい
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ます。それから保育園と同時刻に迎えに行けるように配慮してもらいたいというようなこともござ

いました。そういったことについては、今後検討をしてまいりたいというふうに思っていますし、

利用料金の口座振替についても、今、関係機関と調整をしております。今後その調整が済み次第、

切りかえていきたいものだというふうに考えているところでございます。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

１点だけ要望しておきます。今回、アンケートをとっていただいたんですが、毎年は言いません

が、やはり利用者がかなり変わっていくもんですから３年に１回とか定期的に、実態の調査という

ものをした上で、学童保育のサービス向上を目指してやっていただきたいと思うんですが、これは

要望にしときますので、ぜひお願いいたします。 

次、（５）番目、子育てマークについてであります。 

これは一昨年の予算委員会でも指摘しましたが、初期に貼ったところに、また再度貼っていただ

きたいと思いますし、やはり利用者の声として、お母さんがやっぱり一人で買い物とか行ったとき

に、子どもを抱きながら用事を済ますときにマークがあると、非常に安心して使えるという声なん

ですけども、先ほどやられると言ったんですが、いつごろ、どのような形でそれをやっていただく

のか、その辺を確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

県のほうで進めております思いやり駐車場制度、それから当市が行っております子育てマーク、

利用の面で重なる部分もあるわけでありますが、そういったところの調整をしながら、今後、利用

者にとって、より有効な駐車スペースの確保ができるようにしてまいりたいというふうに思ってお

ります。期間については、今後調整しながらということで、ご理解をいただきたいというふうに思

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そこまでやるという覚悟が決まっているんであれば、５月にやるとか、６月にやるとかと言って

もいいと思うんですけど、その辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 
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○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

それぞれの事業所の対応も、今現在、進んでおるかというふうに受けとめておるところでありま

すが、その他の場所についても、また実態を調査しながら対応してまいりたいというところでござ

います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

これ以上突っ込みませんけど、どうせやるなら歯切れよく言っていただいて、相手がいるという

んであれば、それはそれでいいですわ。でも５月の段階で取り組みをして、１０月までには全ての

ところで設置するとか、何かそういった回答をしていただかないと、何かやる気があるのかないの

か、やっぱり見えないんですね。そこはぜひ気をつけていただきたいと思います。ぜひ新年度中に

は、じゃあ改めて設置をしていくということでご理解してよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

吉田こども課長。 〔教育委員会こども課長 吉田一郎君登壇〕 

○教育委員会こども課長（吉田一郎君） 

お答えします。 

何回も繰り返して恐縮なんですが、実態をしっかり把握しながら、また利用者の状況も把握しな

がら、対応してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

大変喜ばれているマークですので、ぜひよろしくお願いいたします。 

続きまして、大きな２番の障害者・要介護者を含む高齢者対策についてであります。 

（１）の通院や買い物の外出支援ですが、これも代表例としてちょっと聞いてほしいんですけど、

美山にある原山団地には多くの今、高齢者がおります。日曜日には、フォッサマグナミュージアム

行きのバスが走っておるんですけども、平日はないということで、このようなケースというのは、

市内でもほかにあるかと思うんですが、集落単位で高齢者の滞在率を１回調査していただいて、コ

ミュニティバスがいいのか、デマンド乗合タクシーのサービスがいいのか、ちょっとその状況によ

るんでしょうけども、再度こういったことを、高齢者の滞在率というものを調査して、そういう交

通の確保というものを検討すべきと思うんですが、その辺、考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 
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今運行しております、いわゆるデマンド型タイプのバス、コミバス、そういうものについては地

域の声を聞きながら、それから路線バスについても各交通会議や、それから地区の意見を聞きなが

ら運行しております。ない地区につきましては、なかなか経費の関係、それから本当に乗られる方

がおるのかというものを含めて、生活路線を担当してる者と、基本的には地域づくりの中で、こう

いうものが必要だという意見をすり合わせる中で、検討してまいりたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

であるならば、その利用の実態調査をやっぱりしなければいけませんよね。皆さんの中で検討さ

れるのはいいんですけども、やっぱり声を聞くなり、実際に走らせてみて利用者がどうだったかと

か、そういったことをしないと多分見えてこないと思うんですが、それはあれですか、鶏と卵の論

になりますかね、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

金子都市整備課長。 〔都市整備課長 金子晴彦君登壇〕 

○都市整備課長（金子晴彦君） 

基本的には路線バスなり、こういうデマンド型バスを走らせるときは、一応、公共交通会議の中

で地域の声を聞いて、いろんなダイヤ編成等を行ったり、また変更等を行っているところでありま

す。 

ただ市内の中には、やはりこういうものの恩恵を受けられない地区もありますが、その辺はやは

り地域の中で、こういうものが必要だという声を聞きながらということになりますし、なかなかそ

ういう地区、今デマンドなり、コミュニティバスを走らせているとこでも、路線としては存在しま

すが、やはり１年間、誰も乗らないというところもありまして、正直言って、どこでも有効に走ら

せるというのは、なかなか簡単なことではないというところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤企画財政課長。 〔企画財政課長 斉藤隆一君登壇〕 

○企画財政課長（斉藤隆一君） 

保坂議員の次の②番も関係する話なんですけれども、単にそれじゃ公共バスをふやせばいいのか

という問題の一面だけを捉えますと、それはそれでもちろんいいことなんですけれども、今、地区

の高齢化実態調査の結果もあるんですけれども、事、今買い物とか通院とかに限った実態調査の詳

細にはなっておりませんから、詳細についてはまだ、やはり再度、目的を持った調査をしていかな

いと、実態調査にならないんだろうと思います。それは今後実施をしていきたいと思っております

けども、高齢者が一番困っているのは通院、買い物というふうにありますけれども、もう１つは預

貯金のことだろうというふうに思います。ですから、特に中山間地にお住まいの高齢者の方で、一

番心配になるのは買い物、通院、預貯金、この３つなんだろうというふうに思っています。 
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そうしますと、保坂議員の５点目の質問にも関係してくるんですけれども、またそこでご質問に

はお答えしたいと思いますけれど、これらをうまく要望に応えるためにはどうしたらいいかという

ことを、今、庁内の関係する課で検討会がスタートしておりますので、もう少し時間をいただきた

いというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ありがとうございます。今、本当におっしゃられたとおりで、私が懸念しているのは、まさしく

そのとおりで、通院、買い物もできにくいと。 

②番のほうにいくんですけども、以前スーパーがあったこともある田海地区とか大和川地区の方

からは、やっぱりスーパーがないために買い物に困っているという声をよく耳にします。もちちん、

中山間地においては同様なことが言えてますし、行政がスーパーの設置をするわけには、直接いか

ないと思いますけども、いわゆる健康づくりとか、サークル活動、また温泉に行っていただくとか、

そういった外出支援と抱き合わせにした買い物支援とか、今の預貯金の関係のそういった支援とい

うのをやっぱり検討すべきだと思いますし、あと、また行政は今度はスーパーとか小売店、宅配業

者等と協力して、移動販売とか注文配達方式の買い物支援策なんかも、今後、高齢化が進むこの糸

魚川にとっては、このひとり暮らし、高齢者世帯の安否確認業務も兼ねた中で、そういったものを

やっぱり総合的にやっていかなきゃならんと思うんですね。 

今検討されてるというんですけど、それはどういうタイミングで、どこで結果を出して、どうい

った手だてをしていくのかという、その辺までのスケジュールみたいなものがあれば、お伺いした

いと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

１つの事柄をとって、それで全部対応するということは、なかなか難しいわけでありますし、市

民生活の中、そして高齢化社会の中で、どのような市民生活を送る中で課題なのかというのを検討

する中で、行政だけではできないと思ってるわけでございまして、今やはり我々は公民館単位で、

いろんなものを今進めてるわけでございますので、いろんなことを考えていただきたい。ただ、行

政にこの課題の処理をすればどうかというような形だけでは、なかなか解決できないものがあるわ

けでございまして、地域のやはりエリアだとか、そこに住んでおられる人数によってもいろいろ変

わってくるわけであります。その辺をやはり考えていかないと、１つの事柄だけで処理はできない

ということで、今行政としても、これからいろいろ論議する中で、そういったところに、またご提

案もせないかんだろうし、また、連携し、協議をしていただかなくてはいけないだろうと思ってる

わけでありますので、今まで路線バスやいろんなことをやってきましたが、なかなかそれが実行さ

れて効果が上がってないというのが、やはり大きな課題であると思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ちなみに確認ですけども、今まで市が一生懸命デマンド方式とか、コミュニティに取り組んでき

た。そういう結果みたいなものは地域に、こういう状況ですよというのをフィードバックして、ま

たご意見とか伺っているもんなんでしょうか。その辺ちょっと確認だけお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

行政懇談会の中のご意見だとか、また、いろんな地区の要望の中で、そういうものが上がってき

ておりますし、そういった中で、これからは足を確保すればいいのか、また、逆に企業や商店の皆

様方と連携して、その注文をとりながら、そういったところで取りまとめていただけるのか、そう

いうやっぱりいろんなやり方があるだろうと思うわけでありますので、その辺をやっぱり根本的に

やらないと、１つの地域からご意見を聞いたら、それを全部聞いて、すぐ市内全域にとっていける

かといったら、違うだろうと思ってますので、地域でやれること、そしてまた高齢化社会の中で、

どういうものが必要なのかという、１つのやはり公民館単位でものを考えていかなくちゃいけない

のかなという、最低でもそれぐらいのエリアの中での取りまとめというのを、また連携をとりなが

らしていかなくてはいけないと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今ほど市長のほうから、公民館単位という言葉をいただきましたので、今どうのこうのではない

んですが、また庁内でしっかり検討していただいて、この糸魚川市に住む高齢者が安心して暮らせ

るような対応を、ぜひ研究していただきたいと思います。 

続きまして、今度は（２）ですね、高齢者世帯が多いところでは、有料にしてもいいから誰かに

配布物を頼みたいという声が出ております。一度そういったところの実態調査を、委託配布を含め

て検討すべき時期にきてるんではないかというふうに思いますので、先ほど各自治会の中において

対応、相談に乗りますということなんですが、行政のほうから、そういった実態調査をする考えは

ないでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○総務課長（渡辺辰夫君） 

各地区の懇談会や何かで、ご意見をいただくというようなこともあるところでありますが、なか
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なか我々のほうから、今そういった状況をお聞きするということは、できてきていないというふう

に思っております。ただ、ご相談等があった場合に、郵送による広報の発送とか、そういったこと

の取り組みは現在もやっておるということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

つけ加えさせていただきますが、例えば今、我々その指導に対しましては、嘱託員制度を使って

おるわけであります。それに対してそれなりのまた、それは合う合わないは別といたしまして、手

数料をお支払いさせていただいておるわけでございますので、逆に今進めておる公民館制度の中で、

地域のコミュニティという形の中で、大きいところはできないかもしれませんが、コンパクトなと

ころは、そういう対応もその中でできるんではないかな。いろんなやり方を、これから検討してい

ただきたい。ただ一方的に、困ったから何とかしてという形じゃなくて、じゃあそのエリアとした

ら、そういったいろんな地域経営ができるんじゃないかとか、いろいろ対応できる部分もご検討い

ただきたいなと。今前段でも言いましたようなものとあわせて進めていただければ、ありがたいな

と思ってる次第であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そう取り組んでいただければ私もいいんですけど、ただ、私がお聞きする高齢者の声としては、

そこの地区に１０世帯ぐらいあると、もう６軒ぐらいの方がもう高齢者になって配布活動ができな

くて、若い人に結局頼んでしまうと、若い人は４軒ぐらいしかなくて、そこに集中してしまって心

苦しいし気の毒だという、そういう声もあるもんですから、自分も配るのは大変ですし、若い人た

ちに全て丸投げしてしまうのも何か心苦しいという、そういう声があるもんですから、そういった

ところもしっかり酌み取っていただいた対応をしていただきたいと思います。 

続きまして（３）番、除雪支援は、世帯の家族構成や年齢で決められていると思いますが、家族

の身体的状況や病気の有無、また、精神的安定状況など、よくよく家族の中身をよく知らないと、

間違った対応になってしまうかなという心配がありまして、その辺、先ほど民生委員の方ですかね、

確認とってるということなんで、その辺を再度、もう一度その辺の把握の仕方を教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

先ほど答弁いたしましたように、民生委員さんのほうに確認をさせていただいております。また、

いろんな所得要件につきましても、事前に民生委員さんにお渡しいたしまして、確認をさせていた

だいてるところでございます。 
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以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

この場合は冬期に、冬のシーズンが始まる前の時点でそういう確認をとられるのか、体が急変し

た場合に、その家族の状態が変わった場合とかも、そういった対応というのは、どのようになりま

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

当初は雪が降る前に確認をさせていただいておりますが、またその後、急変した場合は、民生委

員さんを通して、またご相談をいただきたいというふうに思っております。直接でも結構でござい

ます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

続きまして、（４）番のほうにいきます。 

先月ですか、たまたま訪問した施設で、能生にあるグループホーム桜木荘というところで、ある

方から照明器具の点検や、交換がしてもらえないというような意味合いの声がありました。また、

そのお部屋の入り口の少し上のところに分電盤というんですかね、配電盤というんですかね、ドア

のちょっと上に、そういったものが設置されておりまして、ドアの開け閉めをすると、そういう振

動が伝わるので、ちょっと心配だという声も伺ったんですが、先ほども答弁がありましたように、

最近では施設の火災などが出ておりまして、ちょっと心配なものですから、その辺の照明器具の点

検、また配電盤の位置、そういう振動によるねじの緩み等のそういったチェックは、どのようにさ

れているのかお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

加藤福祉事務所長。 〔福祉事務所長 加藤美也子君登壇〕 

○福祉事務所長（加藤美也子君） 

お答えいたします。 

その件につきましては、私のほうでちょっと把握しておりませんので、確認をさせていただきた

いと思います。 

以上でございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

確認してないということで、どうしようもないんですけども、ぜひ。その照明器具がずっと、入

居したときから全く変わってないんで、いつもカチカチやるもので、それが不安だということと、

今ほども言ったように配電盤がドアの上にあるので、設計上問題なかったんでしょうけども、やは

り開け閉めをすることによって、そういったものに不安というのがあるそうなので、その辺もチェ

ックしていただきたいと思います。 

続きまして、（５）番です。平成１７年度に大野地区で行った市長懇談会のときの、何遍も引用

しますけども、米田市長の言葉に、高齢化率の高い糸魚川であるからこそ、高齢社会の先進地を目

指したいと言った言葉が、私、すごく印象的に残ってまして、３期目の公約になるのか、目指すも

のになるのか、この高齢者対策について市長はどういった考えをお持ちなのか、その辺をちょっと

お伺いできればと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

全体的に今質問の内容からして、そういうご質問だろうという判断をさせていただきますが、や

はり基本的には、私が今言ったように、いろんな市民の足を守るためにバスのダイヤ改正もさせて

いただいたり、いろんなことをやっているのは、全てそれに向かっていっとるわけであります。そ

してなおかつ高齢になっても、やはり地域のふるさとに愛着と、誇りを持てる地域にしていきたい

ということで、今進めさせていただいております。それについても、やはり基本的には協働の社会

が必要だろうという形の中で踏ん張っていただいておるわけでありまして、それに対しての成果を、

ぜひ出していきたいという気持ちで進めていきたいと思っております。 

福祉部門につきましては、精いっぱいいろんな対応をさせていただきたいわけでありますが、そ

ういう中でお互いにやれる範囲はやっていく。それがやはり健康にもつながるんだというところを、

お互いに連携をさせていただきたいと思っております。高齢化だから、全て行政でというところに

ならないようにしていただきたいと。またそういったことが、先ほど言いましたように健康づくり

につながるわけでありますので、そういったところもまた理解していただきながら、進めていきた

いと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひ今、市長がおっしゃられた方針なり考えで、市民にしっかりそれはやっぱりどんどんアピー

ルしていくべきだと思います。やはりお互いに協働していかないといけないでしょうし、また、本
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当に困った人を助ける手だてのために、よく市長が使う選択と集中だと思うんですね。本当に困っ

た人に集中的に支援ができるような、そういった高齢者対策をぜひお願いしたいと思います。 

次、大きな３番です。安心安全なまちづくりについてであります。 

見通しの悪いＴ字路のほうに移りますが、代表例として、その筒石地区のことを挙げましたが、

ほかにもＴ字路とか変形Ｔ字路といいますかね、そういうところが国道沿いにありますが、特に海

沿いで、ミラーに塩がついてミラーが見づらいとか、信号機の設置が理想なのかもしれませんが、

なかなか費用もかかるし、それがつくことによって交通の流れを阻害してしまうという理由もあっ

て、なかなかそういうのはいかないんですけども、それでも何とかそういうカーブミラー等の設置

を積極的に進めて、また、曇らないようなミラーがあるのか、ちょっとわからないんですけども、

そういったものを沿岸線には設置するとか、そういった工夫のご検討をいただきたいんですが、そ

の辺いかがなものでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

カーブミラーの件ですけども、それぞれ国道、県道、市道に、今それぞれついとるわけですけど

も、それぞれの道路管理者において、それは管理しておるわけです。 

それと海岸沿いあるカーブミラーは、どうしても塩が飛んできて真っ白になるということで、そ

れは道路管理者のほうで定期的に清掃しなければならないもんだと思っておりますし、危険な箇所

にカーブミラーを設置するというのは、交通事故防止にもつながるわけですから、積極的に設置し

ていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

これはこのぐらいにしておきます。また地域から要望があったら、積極的に対応をお願いいたし

ます。 

次に（２）番、不審者対策についてであります。 

市民からの情報をより早く入手できるように、日ごろから情報提供を速やかに行っていただける

ような働きかけというのは必要かなと思います。それはなぜかと言いますと、安心メールとかで見

ると、どうしても日時が少したってから情報が来るケースがあるもんですから、警察も当然ですけ

ども、また市民からそういう情報が、すぐ警察に行くような呼びかけというのが必要だと思うんで

すが、その辺の働きかけをお願いしたいんですが、いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

渡辺環境生活課長。 〔環境生活課長 渡辺 勇君登壇〕 

○環境生活課長（渡辺 勇君） 

お答えいたします。 
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確かに今の不審者の情報については、１日おくれとか２日おくれになるということが、ままあり

ます。それについては、やはり当事者がその日のうちに例えば親御さんだとか学校に報告できなく

て、翌日、落ちついてから報告するといったようなケースがございます。そうすると、どうしても

１日おくれになるというケースもございますし、警察のほうでも、その報告を受けた事実関係をま

ず確認し、それから要は、それを出してもいいかどうか、ご本人、もしくは保護者にまず了承を取

ると。その後、捜査に支障をきたさない範囲で、また、プライバシーの保護を優先した後で、情報

をくれるということで、どうしてもその辺、ちょっとタイムラグがあるということがございます。 

ただ、そうはいいましても、できるだけ早く、やはりそういう情報については、流していきたい

というふうに考えておりますので、また警察のほうとも協議をしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

なるべく早くとしか言いようがないんですけども、ぜひお願いいたします。 

続きまして②番、女子中学生の徒歩通学よりも自転車通学ということで、保護者の方からこうい

う声が上がったんですけども、事故がふえるというような見解があったんですが、再度この辺。 

今までの概念にとらわれないで、対応を少し前向きに取り組んでいただければと思うんですが、

再度その辺いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈教育次長。 〔教育次長 伊奈 晃君登壇〕 

○教育次長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

中学校の自転車通学につきましては、各学校ごとに立地の条件とか地域の地形等、学校からの距

離を定めております。青中と糸中につきましては２キロ以上、それから東中と能生中につきまして

は１キロというふうに定めております。 

この緩和ということでございますが、今、中学生の中でも、結構自転車による事故といいますか、

多く発生してるというのもあります。この緩和しただけで、果たしてこの不審者対応ができるかと

いう問題もあります。緩和して、自転車に乗っておるときにも不審者に会った。その場合に、また

それに伴う転倒等の危険性もあるのではないかと。そんなことで、これについてはまだ課題という

ふうに受けとめておりまして、検討の余地があるというふうに思っておりますが、学校では生徒指

導としては、複数で帰るとか、細い道や暗い道を避けて明るい大通りを通る。大声を上げる。それ

から近くの民家等に逃げ込むとか、防犯ブザーの携行と使用を促す。あと警察と連携して、またパ

トロール強化、あるいは地域・家庭と連携して見守りを強化するという方向で、今進めておるとこ

ろでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今ほどの回答というのは、これまでもずっとやってきとるんですね、ずっと。不審者のこの情報

というのも、かなり前からいろんな委員会とかでも声が上がってきとるわけですね。保護者は少し

でも防犯になるんではないかという、これが決め手になると私も思ってませんよ。だけど、ここま

で言わせしめてる背景があるということなんですね。今の同じ答弁で、そういう気持ち。だから検

討して、検討した上でどうかというのは、それは確かに、保護者の話とか学校の話とかいろいろあ

るかと思いますが、やらないうちから、やらないようにしむけるような答弁されると、ちょっとど

うなのかなと思うんですね。やったらいいじゃないですか、保護者と話を。したんですか、して今

言われてるんですか、その辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈教育次長。 〔教育次長 伊奈 晃君登壇〕 

○教育次長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

実際に今このご質問がございまして、学校等といろいろ協議した中でございまして、課題がある

ということで、やる、やらないという結論ではございませんで、ご指摘のように、また学校等とも

協議しながら、これについては、まだ今現在、雪の降雪時で自転車に乗らないわけですが、春に向

けまして検討していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

答弁としては、それが正しいと思います。提案しているものを、やっぱり具体的に話し合った上

で、その上でこうでしたと言われるんであれば、それはそのとおりだなと思います。ただ、保護者

からこういう声が上がっているので、いっときでも検討すべきという、そういう認識でお願いいた

します。 

防犯ブザーのほうはいいので、次に（３）番ですね、昨年の豪雪を踏まえてのところであります。 

雪のない季節の点検ということで、昨年、国主導で５カ所の道路整備が進むこととなって、私は

大変喜んでおります。しかし、この雪のある季節の通学路については、特段対応がされたというこ

とは聞いておりません。文科省の通学路交通安全確保に関する有識者懇談会意見の取りまとめとい

うのがあるんですが、ここでも全くこの雪のことに触れたことがないんですね。当然、雪のないと

ころが多いのかもしれませんが、少なくとも県、糸魚川市にとって積雪時の登下校が大変であるよ

うな対策というのは、具体的にどのようにされているのか。また県から、今度は降雪期の通学路対

策に何か予算措置とかがもしあるのであれば、そういったことをお伺いしたいと思うんですが、そ

の辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

伊奈教育次長。 〔教育次長 伊奈 晃君登壇〕 

○教育次長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

昨年、一斉の通学路点検を行いました。ただ、冬期間につきましては今のところ、まだそういう

一斉の点検をしておりません。これは降雪は日々変わる、時間によって変わるわけですが、特に学

校はその通学路につきましては、常に把握しておるということがございます。 

それで何か通学路で問題とか危険箇所があったら、直ちに教育委員会に連絡が来まして、それと

また教育委員会では道路管理者等と、その対応について協議して、即座に危険箇所を解除できるよ

うな対策をしとるということで、場合によっては、当然現場を見に行くときもありますが、基本的

には学校や地域からの素早い情報に基づいて、対策をとっておるというのが実態でございまして、

予算的には、県からのそれに対する予算はございません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

積雪によって見通しの悪いところとかに、あと道幅が雪があるために狭くなるところに、注意を

促すような標識とかポールとか、除雪用じゃなくて通学路ですよという、子どもたちが通りますよ

みたいな、そういった対応というのはやっているんでしょうか、それとも、やる予定があるんでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

伊奈教育次長。 〔教育次長 伊奈 晃君登壇〕 

○教育次長（伊奈 晃君） 

お答えいたします。 

今のところ、そういうのはございません。現場に応じて必要とあらば、また検討していきたいと

いうふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

夏場のときには、そういう通学路の点検というのは各地域でやっておられます。冬期間のやつと

いうのは、やってないように私も捉えておりますので、今、議員ご提案があった点につきましては、

ちょうど今、降雪期であるわけでありますので、冬場の通学路の全てとはいかないにいたしまして

も、危険な箇所というのは早急に少し点検をさせていただいて、それに対する対応。特に、どうい

う形で対応できるかというのをある程度。ことしは間に合わないかもしれません。しかし、来期に
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向けて除雪期間等、そういったところをある程度把握させていただいて対応できるか、できないと

したら、どうすればいいのかという。やはり除雪も一気に、企業に今委託してるんですが、なかな

かすぐできないと思うわけでございますので、そういったときには、どうすればいいのかというの

は、どこかでやはり協議の場をつくって対応していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ありがとうございます。本当におっしゃるとおりで、雪国にしかわからないことなんで、先ほど

言った夏場の全国的なものは、それはそうなんでしょうけども、やっぱりこの雪国ならではの問題

点として、ぜひ糸魚川から声を上げていただいて、県を動かしていただいて、そういったところの

対策を国にも言っていただきたいと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

次、緊急車両の通行についてでありますが、今さら私に言われることもなく、皆さんのほうが、

そういう救急車両が入る、入らないの把握というのは、されているかとは思うんですが、積雪がな

いときというのは気にならないんですけども、積雪があることによって大変な事態を招くという事

例がございまして、具体的には一の宮地区でですかね、火災があったときに、何か緊急車両が入ら

なくて大変困ったことがあったというふうにお聞きしました。 

そのような場所の再確認と、降雪期のこの除雪体制並びに除雪機、そういう狭いところの地域に

お願いして、除雪機を貸与して積極的に道幅を確保してもらうとか、そういった取り組みが必要な

んではないかというふうに思いまして、提案といいますか、既にやられているんであれば、それは

また報告いただきたいんですが、そういった狭いところの除雪対策、緊急車両の通行の確保という

ところの取り組みについてお伺いしたいんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

狭い道路の除雪についてでありますけども、現在、市内で７０台の小型除雪機を各地区に、各地

区といったって全地区ではありませんけども、順番に貸与しております。大きな除雪機が入れない

道路については、その小型除雪機を利用して除雪をしていただいているというのが現状で、これも

毎年毎年５台から７台ぐらいずつ、５地区から７地区ふやしているということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ちょっと質問しづらいんですけども、毎年５台、７台と貸与してるんですけども、まだ大分かか

るといいますか、要望があるところに普及するまでには、大分年数がかかるというふうに捉えてい

いですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（古畑浩一君） 

串橋建設課長。 〔建設課長 串橋秀樹君登壇〕 

○建設課長（串橋秀樹君） 

この小型除雪機対応の条例なんですけども、２５年で終了だということだったんですけども、こ

れを条例改正するということで期間をまた５年間延長しております。それで今要望があるのは、た

しか１４から１５地区だったと思っております。それでまた、まだ２５年度予算は可決しておりま

せんけども、２５年度では約７台購入したいということでありますので、それが終わりますと、も

う７台ぐらいあるということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足させていただきます。 

これにつきましては一昨年ぐらいまでは減ってきて、もうほとんど行き渡ったかなというような

状況であったわけでございます。昨年の豪雪からまたふえておりますので、今、急遽そのように取

り計らっている状況であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

わかりました。対応されていることも確認させていただきましたし、あともう一、二年みれば、

何とか今の要望あるとこに対応できるということがわかりました。よろしくお願いいたします。 

次、４番、重要課題のほうにありますが、先ほど１番のごみ処理についてでありますが、市長は

減量を主にしていくという話でありました。であるならば、やはりそういったものを思い切り表に

出して、こういうふうにやっていくんだということを言っていただきたいと思うんですね。そうし

ないと、また今後出てくるいろんな処理方法だとか、構想だとか、そういったところに市長のごみ

処理に対する哲学というか、理念というか、そういうものがきちんと見えてくると、それに合った

また施策というのができると思うんですが、それがもしずれてしまうと、また途中で話か違う方向

に行ったりすると思うんで、その辺はしっかり、減量ということで押し出していただきたいと思い

ます。 

あとちょっと飛ばしますけども、新年度で念願のペレットストーブの設置助成制度を計上してい

ただきました。これもすごく感謝しております。また、地元に生産工場もでき、山林を持つ多く市

民の協力をいただきながら、糸魚川市の環境保全と、間伐材の活用と、熱エネルギーの新産業おこ

しを兼ねた大きなプロジェクトへのスタートが、今切れる状況にしていただいたというふうに思っ

ております。 

他県では木質ペレットとペレットストーブの生産と製造、販売を手がけているところがあります。

そういった先進地の取り組みを研究し、今度は糸魚川らしい木質ペレットストーブの展開を行い、

野生動物と共存できる地域として、売り出していくべきだというふうに思っております。 
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今後、このペレット使った、先ほども質問にありましたけど、野菜や果物のビニールハウス栽培、

あとニシキゴイだとか、チョウザメとかスッポンはどうかわかりませんけど、何かそういった熱を

使って、そういったものを積極的に取り組んでいくべきだと思うんですが、そういった構想、考え

みたいなものはいかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

今まで山に切り捨てられていました間伐材を有効利用できる手段として、当市にペレットの製造

工場が立ち上がっておるわけでございます。やはり市民にペレットの活用と、それから森林施業へ

の目を向けていただくことも含めて、しっかりとＰＲしていきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（古畑浩一君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひ積極的にお願いいたします。 

今度、（５）番目のほうに移りますが、先日、糸魚川市内で医大生にお会いいたしました。医師

養成資金制度を利用してるということで、大変うれしく思いました。県の制度でなく、以前、秩父

市の例を挙げて、この糸魚川市独自の医師養成資金貸与制度を提案したことが、このように成果を

上げていることについては、私は米田市長の決断に大変評価しております。また、新年度におきま

しては、認定看護師の研修費助成を計上していただいて、これも感謝しております。 

どちらも平成１９年１２月に提案した事業であり、糸魚川市内で頑張っておられる看護師さんに

も大きな励みになるというふうに思っております。今後もこういった人材育成にぜひ糸魚川市とし

ても力を入れていただいて、少しでも糸魚川で頑張れるという、そういった仕組みを医療の世界ば

かりでなく、ほかのほうにもぜひ反映していただきたいことをお願いして、私の一般質問を終わり

ます。 

ありがとうございました。 

○議長（古畑浩一君） 

以上で、保坂 悟議員の質問が終了いたしました。 

本日はこれにとどめ延会といたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

 

〈午後４時１２分 延会〉 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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